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遠
江
の
国
学
者
内
山
真
龍
は
門
弟
ら
五
人
と
と
も
に
、
天
明
六
年
二
月
、
出
雲
国
を
踏
査
し
、
翌
年
出
雲
国
風
土
記
の
注
解
書
『
出
雲
風
土
記
解
』
を
執

筆
し
た
。
こ
の
踏
査
旅
行
を
記
録
し
た
旅
日
記
、
内
山
真
龍
の
『
出
雲
日
記
』、
高
林
方
朗
の
『
弥
久
毛
乃
道
草
』、
山
下
政
嗣
の
『
筑
紫
日
記
』
が
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
三
日
記
の
出
雲
国
内
部
分
の
対
照
表
を
作
成
し
、
踏
査
の
実
態
と
特
徴
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
『
出
雲
風
土
記
解
』
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
た
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
内
山
真
龍
、
高
林
方
朗
、
山
下
政
嗣
、
出
雲
風
土
記
解
、
出
雲
国

一　
『
出
雲
風
土
記
解
』
と
出
雲
国
踏
査

　

遠
江
国
の
国
学
者
内
山
真
龍
が
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
出
雲
国
に
旅
し
、

そ
の
実
地
見
聞
も
ふ
ま
え
て
、
翌
天
明
七
年
に
『
出
雲
風
土
記
解
』
を
撰
述
し

た
。『
出
雲
風
土
記
解
』
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
出
雲
大
社
に
奉
納
さ
れ
、

そ
の
刺
激
を
受
け
た
千
家
国
造
家
の
俊
信
が
、
出
雲
国
風
土
記
の
初
め
て
の
版
本

『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
を
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
開
版
し
た
。『
出
雲
風
土
記

解
』
は
、
出
雲
国
風
土
記
の
最
初
の
注
解
書
で
あ
る
『
出
雲
風
土
記
抄
』（
岸
崎

佐
久
次
、
天
和
五
年
（
一
六
八
五
）
自
序
）
を
ふ
ま
え
て
い
る
。『
出
雲
風
土
記
抄
』

『
出
雲
風
土
記
解
』『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
出
雲
国
風
土
記
テ

キ
ス
ト
と
解
釈
、
認
識
が
、
近
現
代
の
出
雲
国
風
土
記
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
な
位
置
を
占
め
る
『
出
雲
風
土
記
解
』
の
解
釈
や
思
想
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
天
明
六
年
の
出
雲

国
踏
査
が
ど
の
よ
う
に
ふ
ま
え
ら
れ
た
か
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

一
九

山
陰
研
究
（
第
十
五
号
）
二
〇
二
二
年
十
二
月
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内
山
真
龍
ら
の
出
雲
国
の
踏
査
は
、
長
崎
・
博
多
・
宇
佐
神
宮
や
厳
島
神
社

な
ど
を
め
ぐ
る
西
国
旅
行
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
旅
の
メ

ン
バ
ー
は
、
真
龍
の
外
伯
父
山
下
政
嗣
と
、
門
人
の
高
林
方
朗
・
小
国
秀
穂
（
重

年
）1
・
鈴
木
書
緒
（
文
雄
）・
山
下
政
定
（
政
嗣
の
子
）
の
計
六
人
で
、
内
山
真

龍
の
『
出
雲
日
記
』、
高
林
方
朗
の
『
弥
久
毛
乃
道
草
』、
山
下
政
嗣
の
『
筑
紫
日

記
』
の
三
点
の
旅
日
記
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
旅
日
記
と
『
出
雲
風
土
記

解
』『
出
雲
風
土
記
抄
』
と
の
関
係
の
分
析
が
課
題
に
な
る
。

　
『
出
雲
日
記
』
と
『
出
雲
風
土
記
解
』『
出
雲
風
土
記
抄
』
の
関
係
に
つ
い
て
は

す
で
に
吉
川
隆
美
が
検
討
を
加
え
多
く
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

2
。
な
か
で
も
実

地
見
聞
が
『
出
雲
風
土
記
抄
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
重

要
で
あ
る
。
ま
た
岡
宏
三
は
『
出
雲
日
記
』
を
中
心
に
旅
の
全
体
像
と
出
雲
大
社

参
詣
に
つ
い
て
検
討
し
た

3
。
そ
の
後
吉
川
は
『
弥
久
毛
乃
道
草
』
を
翻
刻
、
紹

介
す
る
が

4
、『
弥
久
毛
乃
道
草
』
と
を
あ
わ
せ
た
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

筆
者
は
旧
稿
で
、
旅
の
二
年
前
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
、
高
林
方
朗
が
本

居
宣
長
の
『
出
雲
風
土
記
抄
』
を
書
写
し
て
お
り

５
、
そ
の
た
め
『
弥
久
毛
乃
道

草
』
に
も
『
出
雲
風
土
記
抄
』
を
ふ
ま
え
た
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た

6
。
し
か
し
『
筑
紫
日
記
』
が
未
翻
刻
の
こ
と
も
あ
っ
て
、『
出
雲
日
記
』

『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
を
あ
わ
せ
た
分
析
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　
『
出
雲
日
記
』
は
後
に
再
編
集
し
て
、
絵
を
描
き
加
え
た
り
し
て
成
立
し
た
も

の
と
み
ら
れ
、
日
付
け
を
分
け
ず
に
数
日
分
を
ま
と
め
て
記
し
た
り
、
途
中
を
と

ば
し
た
り
し
て
い
る
箇
所
が
目
立
つ
。『
弥
久
毛
乃
道
草
』
は
全
体
と
し
て
走
り

書
き
の
よ
う
な
筆
跡
で
、
毎
日
の
忘
備
録
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、『
出

雲
国
風
土
記
』『
出
雲
風
土
記
抄
』
を
意
識
し
た
記
述
が
目
立
つ
。
一
方
『
筑
紫

日
記
』
は
小
国
秀
穂
の
序
が
付
け
ら
れ
後
日
浄
書
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、

旅
の
全
行
程
を
通
じ
て
比
較
的
満
遍
な
く
毎
日
の
行
程
や
見
聞
を
記
し
、『
出
雲

日
記
』
や
『
弥
久
毛
乃
道
草
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
も
少
な
く
な
い
。
ま
た

和
歌
や
歌
枕
の
み
な
ら
ず
、
政
嗣
の
俳
人
と
し
て
の
問
題
関
心
か
ら
、
句
や
俳
人

の
遺
蹟
の
見
聞
記
事
も
み
ら
れ
る
。
三
者
三
様
の
関
心
と
ス
タ
イ
ル
が
う
か
が
え

る
。
三
つ
の
旅
日
記
を
併
せ
て
旅
の
実
態
と
見
聞
を
分
析
し
、
風
土
記
解
釈
が
ど

の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
7

。

　

本
稿
で
は
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
彼
ら
が
天
明
六
年
二
月
十
五
日
に
米
子
に

入
っ
て
か
ら
、
二
十
四
日
に
石
見
国
に
抜
け
る
ま
で
の
間
の
『
筑
紫
日
記
』
を
翻

刻
、
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
間
の
三
つ
の
日
記
の
比
較
対
照
表
（
表
2
）
を

作
成
し
、　

出
雲
国
内
で
の
旅
程
の
概
略
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
図
1
と
し
て
彼

ら
の
出
雲
国
内
の
ル
ー
ト
概
略
を
地
理
院
地
図
上
に
示
し
た
。
あ
わ
せ
て
『
出
雲

国
風
土
記
』『
出
雲
風
土
記
抄
』『
出
雲
風
土
記
解
』
と
の
関
係
の
一
端
も
示
し
た

い
。

　

本
稿
で
用
い
る
史
料
と
典
拠
は
特
記
し
な
い
限
り
次
の
通
り
。

　

①
『
出
雲
日
記
』　

簗
瀬
一
雄
・
熊
谷
武
至
編
『
碧
冲
洞
叢
書
第
九
十
三
輯 

日

記
紀
行
集
第
五
冊
』（
簗
瀬
一
雄
、
一
九
七
〇
年
）
所
収
の
翻
刻
を
、
底
本

の
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
自
筆
本
（A

D
EA

C

／
浜
松
市
立
中
央
図
書

館
／
浜
松
市
文
化
遺
産
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
に
よ
り
校
正
。

　

②
『
弥
久
毛
乃
道
草
』　

吉
川
隆
美
「
高
林
方
朗
『
弥
久
毛
乃
道
中
』
―
伯
・

雲
・
石
道
の
翻
刻
」（
島
大
国
文
）
三
二
、二
〇
〇
八
年
）
の
翻
刻
を
、
底
本

の
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
自
筆
本
に
よ
り
校
正
。
表
題
は
、「
道
中
」

で
は
な
く
「
道
屮
」
と
判
読
で
き
る
の
で
、「
弥
久
毛
乃
道
草
」
と
す
べ
き

で
あ
る
。
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
編
『
高
林
家
文
庫
目
録
』（
一
九
八
七
年

二
〇

内
山
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踏
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再
版
）
に
は
「
弥
久
毛
乃
道
中
」（
五
二
頁
）
と
あ
る
が
、
現
在
、
同
館
も

「
弥
久
毛
乃
道
草
」
に
訂
正
し
て
い
る
。

　

③
『
筑
紫
日
記
』　

皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
北
岡
文
庫
）
本
を
翻
刻
。

　

④
『
出
雲
風
土
記
抄
』　

浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
（
高
林
家
文
庫
）
高
林
方

朗
書
写
本
。
風
土
記
本
文
も
、
同
本
所
載
文
を
引
用
し
た
。

　

⑤
『
出
雲
風
土
記
解
』　
『『
出
雲
風
土
記
解
』
写
本
―
横
山
家
蔵
甲
本
翻
刻　

本
文
編
（
上
・
中
・
下
）』（
出
雲
の
石
神
信
仰
を
伝
承
す
る
会
、
二
〇
一
六

年
）
の
翻
刻
を
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
横
山
家
甲
本
写
真
に
よ

り
校
訂
。

　
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
し
た
。

　
　

・
割
書
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

　
　

・
旧
字
体
は
適
宜
、
当
用
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

　
　

・
判
読
不
能
部
分
は 

□
、﹇　
　

﹈
な
ど
で
示
し
た
。

　
　

・
人
名
・
地
名
、
誤
り
、
意
味
不
明
部
分
な
ど
、
適
宜
（　

）
で
補
っ
た
。

　　

ま
た
本
稿
で
は
、『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
を
、
そ
れ

ぞ
れ
『
出
雲
』『
道
草
』『
筑
紫
』、『
出
雲
国
風
土
記
』
は
風
土
記
、『
出
雲
風
土

記
抄
』
は
風
土
記
抄
、『
出
雲
風
土
記
解
』
は
風
土
記
解
と
略
記
す
る
。

二　

旅
の
概
略

　

表
1
に
旅
の
全
行
程
を
示
し
た
。
内
山
真
龍
ら
は
天
明
六
年
正
月
二
一
日
に
遠

江
国
豊
田
郡
大
谷
村
（
浜
松
市
天
竜
区
）
を
出
発
し

8
、
名
古
屋
か
ら
美
濃
路
・

中
山
道
を
経
て
二
月
四
日
に
京
都
に
着
い
た
。
そ
の
後
西
国
街
道
を
進
み
、
姫
路

か
ら
出
雲
街
道
を
美
作
に
入
っ
た
。
二
月
十
四
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
七
八
六
年

三
月
十
三
日
）
に
は
積
雪
五
〜
六
尺
の
四
十
曲
峠
を
越
え
て
伯
耆
国
へ
、
そ
し
て

二
月
十
五
日
に
米
子
に
到
着
、
宿
泊
し
た
。
十
六
日
〜
二
十
四
日
の
九
日
間
を
出

雲
国
踏
査
に
費
や
し
石
見
国
大
森
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
後
は
、
博
多
か
ら
大
宰

府
を
見
て
三
月
九
日
に
長
崎
へ
。
帰
路
は
、
久
留
米
、
宇
佐
神
宮
、
厳
島
神
社
な

ど
に
寄
り
な
が
ら
西
国
街
道
を
東
へ
、
大
坂
、
京
都
に
滞
在
し
た
後
、
名
古
屋
を

経
由
し
て
浜
松
に
帰
り
着
い
た
の
が
四
月
十
五
日
、
三
か
月
近
く
に
わ
た
る
大
旅

行
だ
っ
た
。

　
　
『
出
雲
』
に

や
く
も
立
出
雲
国
な
る
熊
野
・
杵
築
の
大
社
を
拝
ミ
奉
ら
ん
と
ね
き
忍
ふ
年

月
積
り
ぬ
る
を
、
何
れ
の
年
に
か
有
け
ん
、
神
風
の
い
せ
の
国
草
蔭
阿
濃
の

を
ち
（
谷
川
士
清
）
か
、
出
雲
風
土
記
て
ふ
物
を
、
是
を
見
て
そ
の
国
形
を

計
り
上
つ
代
の
伝
へ
を
も
て
知
て
よ
、
と
示
さ
る
ヽ
に
、
折
鈴
い
す
ヽ
の
ミ

や
よ
り
も
、
お
す
ひ
飯
高
の
翁
（
本
居
宣
長
）
よ
り
も
、
同
し
風
土
記
を
乞

得
て
、
も
と
よ
り
わ
か
も
た
る
と
、
合
見
れ
ハ
、
闕
た
る
も
誤
れ
る
も
少
な

か
り
け
り
。
さ
れ
と
猶
疑
ハ
し
き
所
〳
〵
も
有
、
い
て
や
其
社
に
詣
、
国
形

を
も
見
廻
り
て
昔
今
の
変
れ
る
さ
ま
を
も
知
ま
く
思
ふ
に
、

と
、
記
す
よ
う
に
、
こ
の
旅
の
目
的
に
は
出
雲
大
社
参
詣
と
出
雲
国
風
土
記
の
現

地
を
見
聞
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。『
筑
紫
』
で
も

や
雲
た
つ
出
雲
の
国
形
見
ま
く
ほ
つ
し
て
、
尚
も
豊
国
の
宇
佐
、
し
ら
ぬ
火

の
筑
紫
ま
て
も
と
、

と
記
し
、
出
雲
国
を
実
地
見
聞
す
る
こ
と
が
、
旅
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。

　

高
林
方
朗
が
書
写
し
た
本
居
宣
長
の
風
土
記
抄
は
、
浜
田
藩
の
学
者
小
篠
敏
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
を
、
宣
長
が
子
春
庭
に
書
写
さ
せ
、
安
永
八
年
五
月
に
宣

長
自
身
が
校
合
し
た
写
本
で
あ
る

9
。
こ
の
旅
で
出
雲
を
出
た
後
、
二
月
二
十
六

二
一
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踏
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日
に
石
見
国
浜
田
で
小
篠
敏
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
風
土
記
抄
を

め
ぐ
る
関
係
の
な
か
で
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　
　
『
筑
紫
』
で
は

吾
が
故
郷
引
馬
の
浜
松
よ
り
出
に
し
く
す
し
小
篠
何
某
そ
、
こ
の
府
の
君
に

仕
奉
り
て
年
を
経
て
、
此
所
に
住
め
る
よ
し
聞
え
け
れ
ハ
、
い
と
な
つ
か
し

く
其
度
に
て
尋
ぬ
る
に
、
其
ぬ
し
そ
、
仰
こ
と
有
て
、
去
り
し
月
、
筑
紫
潟

へ
ま
か
て
ゝ
、
今
そ
ま
さ
す
と
云
え
ば
、
い
と
む
意
な
し
て
止
ミ
ぬ
。

と
、
同
郷
、
浜
松
出
身
の
小
篠
敏

10
を
訪
ね
た
が
、
藩
命
で
筑
紫
へ
出
か
け
て
い

て
不
在
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、『
出
雲
』
に
は

故
郷
人
小
篠
某
そ
知
へ
き
。
周
防
守
の
御
も
と
に
つ
か
へ
て
爰
に
在
と
き
く

と
、
友
と
ち
い
ふ
を
、
又
人
聞
て
、
唐
舩
の
流
れ
着
た
る
を
常
の
た
め
し
に

依
り
て
送
り
返
す
と
、
筑
紫
に
退
れ
り
と
い
へ
ハ

　
『
道
草
』
で
も

こ
ゝ
な
る
里
人
語
ら
く
、﹇　

﹈
は
唐
人
、
ツ
マ
ノ
浦
四
五
人
た
ゞ
よ
ひ
付

り
、
此
月
の
初
つ
か
た
に
、
か
ゝ
る
事
有
て
、
か
の
音
に
聞
く
し
、
く
す
し

小
篠
道
中
主
は
長
崎
に
い
行
あ
と
な
ん
。

と
あ
り
、
小
篠
敏
（
道
中
）
を
訪
ね
た
が
、
石
見
に
漂
着
し
た
「
唐
人
」（
朝
鮮
人
）

を
送
還
す
る
た
め
に
長
崎
に
出
か
け
て
い
る
と
い
う
事
情
を
記
し
て
い
る
。

三　

出
雲
国
の
踏
査
と
『
出
雲
風
土
記
抄
』『
出
雲
風
土
記
解
』

（
1
）
二
月
十
五
日　

米
子

　

前
日
四
十
曲
峠
を
越
え
て
伯
耆
国
に
入
り
板
屋
原
（
板
井
原
）
に
宿
泊
し
た
一

行
は
、
根
雨
、
船
場
、
二
部
宿
を
経
て
米
子
に
到
着
、
東
町
の
唐
津
屋
に
宿
泊
し

た
。

　
『
出
雲
』
に
よ
る
と
、
ま
ず
真
龍
は
宿
の
主
人
に
黒
田
の
駅
へ
の
道
を
尋
ね
る

が
、
杵
築
へ
の
参
詣
は
米
子
か
ら
船
で
松
江
、
平
田
に
向
か
う
の
が
近
い
の
で
、

駅
路
は
知
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
同
宿
の
神
魂
神
社
神
主
の
秋
上
得
国
を
紹
介
さ
れ

る
。
八
重
垣
・
意
宇
・
熊
野
・
伊
邪
那
岐
（
真
名
井
）・
揖
屋
・
神
魂
の
意
宇
六

社
を
参
拝
す
る
こ
と
、
秋
上
邸
に
宿
泊
す
る
こ
と
、
福
見
又
八
（
藤
原
三
省
）
を

紹
介
す
る
こ
と
、
な
ど
が
得
国
か
ら
提
案
さ
れ
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
沿
っ
た
踏
査
を
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

風
土
記
解
意
宇
郡
黒
田
駅
の
項
の
記
述
が
秋
上
得
国
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ

と
は
前
稿
で
指
摘
し
た
が

11
、
意
宇
六
社
の
う
ち
の
意
宇
社
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。

　

得
国
の
あ
げ
た
意
宇
社
は
阿
太
加
夜
社
を
指
す
と
み
ら
れ
る

12
。
風
土
記
の
意

宇
郡
条
に
は
「
在
神
祇
官
社
」（
官
社
）
と
し
て
由
宇
社
、「
不
在
神
祇
官
社
」
と

し
て
阿
太
加
夜
社
が
み
え
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
風
土
記
抄
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

由
宇
社
者
、
須
佐
表

（
マ
マ
）

命
所
造
国
小
処
而
、
在
二
黒
田
駅
出
雲
村
芦
高
神
司

之
篁
叢
中
一
小
祠
、
是
也
。
阿
太
加
夜
社
是
亦
古
者
在
二
乎
同
郷
今
宮
帳
一
、

後
合
二
祭
于
芦
高
宮
一
耶
。

風
土
記
解
は
、
由
宇
社
に
つ
い
て
「
意
宇
の
誤
か
」
と
、
意
宇
社
で
は
な
い
か
と

し
て
風
土
記
抄
の
芦
高
の
祠
の
篁
中
に
あ
る
と
い
う
説
を
引
用
す
る
。
阿
太
加
夜

社
に
つ
い
て
も

鈔
云
、
由
宇
ノ
社
、
同
所
在
二
黒
田
ノ
駅
出
雲
村
一
。
後
分
二
祭
于
芦
高
宮
一
。

按
ニ
阿
陀
加
夜
奴
志
多
支
吉
比
売
を
斎
所
に
て
地
名
に
負
か
、
意
宇
川
の

東
。

と
、
風
土
記
抄
を
引
用
し
て
意
宇
社
の
こ
と
だ
と
し
、
後
に
芦
高
社
を
分
け
祭
っ

た
と
、
由
宇
社
、
意
宇
社
、
阿
太
加
夜
社
、
芦
高
社
の
関
係
を
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
意
宇
社
は
阿
太
加
夜
社
で
あ
り
、
意
宇
六
社
の
一
つ
と
し
て
い
る

二
二
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が
、
す
で
に
十
八
世
紀
前
半
に
は
意
宇
六
社
か
ら
は
ず
さ
れ
、
か
わ
り
に
六
所
神

社
が
入
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
で
も
な
お
意
宇
六
社
に
阿
太

加
夜
社
を
入
れ
て
い
る
秋
上
得
国
の
認
識
に
は
注
意
さ
れ
る
と
い
う

13
。

　

渡
部
彜
『
出
雲
神
社
巡
拝
記
』14
で
も
「
出
雲
郷
村
足
高
大
明
神
〔
記
云
〕
阿

太
加
夜
社
〔
祭
神
〕
あ
だ
か
や
ぬ
し
、
た
き
ゝ
ひ
め
の
命
」「〔
同
社
合
殿
〕
意
宇

神
社
〔
記
云
〕
由
宇
社
〔
祭
神
〕
す
さ
の
を
の
命
」
と
し
て
い
る
が
、
千
家
俊
信

『
出
雲
国
式
社
考
』1５
は
由
宇
社
を
『
延
喜
式
』
神
名
式
の
「
同
社
（
玉
作
湯
神

社
）
に
坐
す
韓
国
伊
太
氐
神
社
」
に
あ
て
て
い
る
。
そ
れ
を
加
藤
義
成
が
継
承
し
、

由
宇
社
が
玉
作
湯
神
社
と
同
所
で
あ
る
こ
と
が
通
説
化
し
て
い
る

16
。

（
2
）
二
月
十
六
日　

米
子
↓
出
雲
郷

　

雨
の
な
か
米
子
を
出
立
し
た
一
行
は
、
忌
田
（
陰
田
）
か
ら
出
雲
国
に
入
っ
た
。

吉
佐
、
門
生
、
安
来
を
経
て
、
井
尻
川
（
伯
太
川
）、
戸
田
川
（
富
田
川
、
飯
梨
川
）

を
渡
り
、
意
東
、
揖
屋
を
過
ぎ
、
出
雲
江
（
出
雲
郷
）
の
岸
文
蔵
方
に
宿
泊
し
た
。

　
『
道
草
』
で
は
「
井
尻
川
を
橋
渡
す
。
是
は
川
上
文
理
（
母
理
）
の
里
よ
り
流
落

る
古
へ
の
伯
太
川
な
ら
ん
」
と
記
す
。
風
土
記
抄
の
「
白
田
川
者
、
能
義
郡
母
理

郷
井
尻
川
也
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
風
土
記
解
は
「
里
人
ハ
白
田
川
と
云

う
。
川
下
は
安
来
ノ
郷
に
て
海
に
入
る
。
鈔
ニ
云
う
母
理
ノ
郷
、
井
尻
川
也
」
と

す
る
。

　

富
田
川
に
つ
い
て
は
、『
道
草
』
は
「
戸
田
川
を
橋
渡
す
。
こ
は
古
の
野
城
川

な
ら
ん
」
と
記
す
。
風
土
記
抄
は
意
宇
郡
飯
梨
川
の
項
で
「
飯
梨
川
者
乃
今
富
田

川
也
」
と
し
て
い
る
。
風
土
記
解
も
、
意
宇
郡
飯
梨
川
の
項
で

飯
梨
川
の
上
ハ
仁
多
ノ
郡
玉
嶺
山
よ
り
流
る
ゝ
を
比
太
川
と
云
。
枯
見
ハ
山

ノ
名
、
田
原
は
村
ノ
名
、
飯
梨
ハ
郷
ノ
名
、
郷
ノ
中
富
田
村
に
て
ハ
富
田
川

と
も
云
。
海
に
入
所
に
て
ハ
野
城
川
と
云
。

ま
た
仁
多
郡
比
太
川
の
項
で

こ
の
川
の
海
に
入
所
を
野
城
川
と
云
。
飯
梨
郷
に
て
ハ
飯
梨
川
と
云
。

と
し
て
い
る
。

　
『
筑
紫
』
は
井
尻
川
、
富
田
川
に
つ
い
て
「
何
れ
も
砂
川
の
広
瀬
に
竹
の
編
橋

つ
ら
ね
て
間
ゝ
続
に
掛
渡
せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
風
土
記
意
宇
郡
野
城
駅
の
項

や
道
度
条
に
、
飯
梨
川
に
長
三
十
丈
七
尺
・
広
二
丈
六
尺
の
野
城
橋
が
架
橋
さ
れ

て
い
る
と
み
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
今
の
橋
の
状
況
を
記
し
た
も
の
と
解
せ
よ

う
。

　
『
筑
紫
』
で
は
ま
た
蛸
島
（
大
根
島
）
の
眺
望
を
記
述
し
て
い
る
。「
此
州
の
蛸

島
て
ふ
家
居
は
さ
た
か
な
ら
す
と
も
近
に
煙
た
つ
ま
て
見
へ
渡
り
」
は
、
風
土
記

島
根
郡
蜛
蝫
島
・
蜈
蚣
島
の
「
東
辺
神
社
、
以
外
、
皆
悉
百
姓
之
家
」
を
承
け
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

揖
屋
社
に
参
詣
し
た
か
は
各
日
記
の
記
述
か
ら
は
不
明
。
出
雲
郷
に
宿
泊
し
た

の
は
、
秋
上
得
国
の
勧
め
に
従
っ
て
阿
太
加
夜
神
社
に
参
詣
す
る
た
め
だ
と
も
さ

れ
る

17
が
、
特
に
記
述
に
は
み
え
な
い
。
米
子
か
ら
出
雲
江
ま
で
六
里
な
の
で
、

時
間
的
余
裕
は
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
風
土
記
抄
意
宇
郡
黒
田
駅
条
で
黒
田

駅
・
意
宇
郡
家
・
国
庁
を
比
定
し
て
い
る
出
雲
江
を
見
聞
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

風
土
記
道
度
条
で
は
野
城
橋
か
ら
西
行
す
る
山
陰
道
は
「
国
庁
・
意
宇
郡
北
十

字
街
」
で
真
西
道
（
山
陰
道
）
と
枉
北
道
（
隠
岐
路
）
に
分
岐
す
る
と
し
て
い
る
。

風
土
記
抄
所
引
の
本
文
は
「
十
家
衝
」
と
し
て
い
る
が
、
風
土
記
抄
は
「
国
庁
即

意
宇
郡
出
雲
村
十
字
街
也
」
と
し
、
国
庁
と
意
宇
郡
家
は
同
所
で
、
出
雲
江
村
に

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
風
土
記
意
宇
郡
条
黒
田
駅
の
項
で
は
、
黒
田
駅
は
意
宇
郡
家
と
同
所
で
、

も
と
黒
田
村
に
あ
っ
た
が
、
東
に
移
転
し
た
と
記
す
。
風
土
記
抄
は
も
と
の
郡
家

二
三
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は
阿
太
加
夜
の
畍
、
竹
屋
村
田
疇
の
客
大
明
神
の
森
あ
た
り
に
あ
っ
て
、
今
の
郡

家
は
阿
太
加
夜
の
市
鄽
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
風
土
記
解
も
こ
の
抄
文
を
引
用
す

る
。

　

出
雲
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
そ
の
後
も
出
雲
郷
（
松
江
市
東
出
雲
町
）
説

が
長
く
定
説
化
し
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
の
発
掘
調
査
で
松
江
市
大
草
町
の
六

所
神
社
周
辺
に
出
雲
国
府
跡
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
ろ
う

18
。

（
3
）
二
月
十
七
日　

出
雲
郷
↓
神
魂
神
社
（
秋
上
邸
）

　

雨
の
な
か
を
出
雲
郷
か
ら
意
宇
川
沿
い
を
西
へ
向
か
う
。『
出
雲
』
で
は
途
中
、

黒
い
土
の
場
所
を
見
て
こ
れ
こ
そ
黒
田
だ
と
し
て
い
る
。
伊
弉
諾
宮
（
真
名
井
神

社
）
に
参
詣
す
る
が
、『
道
草
』
に
し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

　

真
名
井
神
社
背
後
の
茶
臼
山
に
つ
い
て
『
道
草
』
は
「
古
へ
の
ア
ツ
ガ
キ
山

也
。
烽
有
」
と
記
し
て
い
る
。
風
土
記
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

暑
垣
山
、
郡
家
正
東
八
十
歩
〔
有

烽
蟒
〕　 

（
意
宇
郡
条
暑
垣
山
項
）

暑
垣
烽
意
宇
郡
家
正
東
廿
八
里
十
歩　
　
（
烽
火
条
暑
垣
烽
火
）

風
土
記
抄
は
、
暑
垣
山
の
項
で
は
何
も
触
れ
ず
、
暑
垣
烽
の
項
で
も
「
今
西
尾
村

山
歟
。
或
曰
、
星
神
誤
字
歟
、
不
レ
知
二
是
非
一
」
と
、
定
見
を
示
し
て
い
な
い
。

　

風
土
記
解
で
は
、
暑
垣
山
項
に
、

暑
垣
山
未
考
。
黒
田
駅
の
跡
近
き
、
い
ざ
な
み
之
山
に
烽
の
跡
と
て
、
其
跡

臼
に
似
た
れ
バ
俗
人
茶
臼
山
と
も
云
所
有
。
古
郡
家
よ
り
八
十
歩
と
云
に

叶
。
又
烽
火
ノ
条
ニ
云
、
暑
垣
ノ
烽
火
ハ
廿
里
八
十
歩
と
有
。
廿
里
ハ
誤
成

べ
し
。
暑
ハ
青
の
誤
か
。

暑
垣
烽
の
項
で
は

廿
里
八
十
歩
ハ
野
城
駅
ノ
辺
に
当
。
意
宇
郡
の
記
に
暑
垣
山
ハ
郡
家
正
東

八
十
歩
有
烽
と
記
。
是
に
依
て
廿
里
ハ
誤
と
す
。
黒
田
近
き
所
に
俗
茶
臼
山

と
呼
山
有
。
此
の
山
ノ
項
、
茶
臼
形
に
似
た
る
所
有
を
烽
の
跡
と
云
伝
ふ
。

此
記
、
五
所
の
う
ち
、
一
所
ハ
国
庁
近
く
有
る
べ
し
。
今
又
、
手
間
の
要
害

と
て
手
間
山
に
烽
有
と
俗
人
云
り
。

と
記
す
。
国
庁
近
傍
に
も
烽
が
あ
る
は
ず
だ
と
し
て
、
実
見
を
ふ
ま
え
て
暑
垣
山

を
茶
臼
山
だ
と
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
茶
臼
山
で
は
な
く
、
安
来
市
能
義
町

の
車
山
に
比
定
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

19
。

　

神
魂
神
社
の
秋
上
邸
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
、
雨
の
な
か
難
儀
し
な
が
ら
熊
野
神

社
に
参
詣
す
る
。
秋
上
邸
に
も
ど
っ
て
宿
泊
す
る
が
、
得
国
は
ま
だ
帰
宅
し
て
お

ら
ず
、
長
子
の
神
主
大
江
、
次
子
の
操
ら

20
が
接
待
し
、
夜
遅
く
ま
で
風
土
記
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
と
い
う
。
な
お
『
出
雲
』
に
よ
る
と
得
国
に
は
他
に
左
金
吾

と
い
う
子
が
い
て
杵
築
に
仕
え
て
い
る
と
い
う
。
後
述
す
る
杵
築
で
一
行
を
接
待

す
る
高
浜
左
金
五
で
あ
る
。

（
4
）
二
月
十
八
日　

神
魂
神
社
（
秋
上
邸
）

　

秋
上
得
国
の
紹
介
で
、
松
江
藩
士
福
見
又
七
（
藤
原
三
省
）
が
来
訪
し
、
一
日

中
、
風
土
記
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た

21
。

　
『
筑
紫
』
で
は
、
意
宇
川
で
獲
れ
た
鯎
が
食
膳
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て

い
る
。『
道
草
』
も
十
九
日
に
伊
久
比
（
鯎
）
と
十
六
島
の
生
の
り
の
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
鯎
自
体
は
、
遠
江
国
で
も
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
真
龍
が
後
に
撰
述

す
る
『
遠
江
風
土
記
伝
』
に
も
川
の
記
述
の
な
か
に
散
見
す
る

22
。

　
「
こ
の
川
の
名
に
負
鯎
」
と
は
、
風
土
記
意
宇
郡
意
宇
川
の
項
に
「
有
年
魚
・

伊
久
比
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
風
土
記
解
で
は
意
宇
郡
伯
太
川
の
項
に
「
伯
太

川
と
意
宇
川
の
う
ぐ
ひ
、
異
に
勝
れ
り
」、
意
宇
川
項
に
「
伊
具
比
ハ
今
モ
有
此

所
ニ
。
国
廻
セ
シ
時
、
大
庭
ノ
得
国
カ
此
川
辺
ニ
ナ
ツ
リ
シ
ヲ
思
ニ
異
ニ
勝
タ
リ
」

と
記
し
て
い
る
。

二
四

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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『
道
草
』
の
十
六
島
海
苔
の
特
記
は
、
風
土
記
抄
が
楯
縫
郡
条
弥
豆
椎
長
里
の

項
で
「
今
十
六
島
浦
也
、
此
処
紫
菜
勝
二
諸
島
一
。
故
、
毎
年
季
冬
之
月
課
而
充
レ

貢
。
世
称
レ
之
為
二
紫
菜
之
上
品
一
也
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で

あ
る
。
風
土
記
解
で
も
こ
の
風
土
記
抄
の
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
筑
紫
』
に
よ
る
と
、
得
国
が
帰
宅
し
て
、「
国
め
く
り
に
、
名
所
の
落

ち
る
こ
と
な
く
、
そ
の
直
路
ハ
か
く
な
ん
」
と
、
出
雲
国
内
で
見
聞
す
べ
き
地
を

示
し
て
い
る
。
十
九
日
以
降
の
一
行
の
実
見
地
と
ル
ー
ト
に
影
響
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
大
江
に
案
内
さ
れ
て
神
魂
神
社
の
伝
世
の
宝
物
も
見
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

（
5
）
二
月
十
九
日　

八
重
垣
神
社
↓
玉
作
湯
神
社
↓
本
庄

　

朝
、
歌
を
詠
み
交
わ
し
て
秋
上
邸
を
出
立
。
八
重
垣
神
社
に
参
詣
し
、
忌
部
川

沿
い
か
ら
玉
湯
に
出
て
玉
作
湯
神
社
に
参
詣
す
る
。
八
重
垣
神
社
は
、
風
土
記
抄
、

風
土
記
解
と
も
に
風
土
記
・
延
喜
式
の
佐
久
佐
社
に
比
定
し
て
い
る
。
ま
た
風
土

記
抄
は
、
風
土
記
の
野
白
川
を
忌
部
川
に
あ
て
、
玉
作
社
を
玉
作
村
に
あ
る
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
後
宍
道
湖
畔
に
出
て
布
自
名
を
通
り
松
江
に
入
る
が
、
そ
の
間
『
道
草
』

は

西
北
道
也
。
野
城
の
里
の
北
に
、
西
へ
入
る
山
中
道
の
古
び
た
る
有
。
こ
は

古
へ
の
正
西
道
也
。

と
記
す
。
風
土
記
に
は
、
玉
作
街
で
正
西
道
（
山
陰
道
）
と
正
南
道
（
在
南
道
、

大
原
郡
家
を
経
て
飯
石
郡
家
や
仁
多
郡
家
に
つ
な
が
る
）
が
分
岐
す
る
と
あ
り
、

分
岐
点
や
古
代
山
陰
道
の
痕
跡
も
探
索
し
て
い
る
記
述
と
み
て
よ
い
。

　

風
土
記
巻
末
の
道
度

正
西
道
自
十
字
街
西
一
十
二
里
、
至
野
代
橋
長
六
丈
広
一
丈
五
尺
、
又
西
七

里
至
玉
作
街
、
即
分
為
二
道
〔
一
正
西
道
、
正
南
道
〕。

に
対
す
る
風
土
記
解
は
、
野
代
橋
に
つ
い
て
「
乃
木
よ
り
布
自
奈
の
方
へ
渡
す
。

此
橋
今
ハ
な
し
」、
玉
作
街
に
つ
い
て
「
今
湯
市
の
辺
、
入
海
の
渚
」
と
風
土
記

抄
に
よ
ら
ず
、
実
見
を
踏
ま
え
た
記
述
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、『
筑
紫
』
で
は
「
い
に
し
へ
の
朝
酌
の
狭
渡
を
今
は
京
橋
と
て
う
ち

渡
り
松
江
に
至
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
風
土
記
抄
も
風
土
記
解
も
、
風
土
記
の

朝
酌
渡
（
朝
酌
促
戸
）
を
馬
潟
（
意
宇
郡
）
と
福
富
村
（
島
根
郡
）
の
間
に
比
定
し

て
い
る
。
松
江
よ
り
も
東
方
で
あ
る
。
朝
酌
渡
が
京
橋
で
、
そ
こ
を
渡
り
松
江
に

入
る
と
い
う
の
は
誤
認
識
で
あ
ろ
う
。

　

一
行
は
松
江
を
通
り
過
ぎ
て
、
本
庄
村
で
為
五
郎
方
に
宿
泊
し
た
。
松
江
か
ら

本
庄
ま
で
の
道
を
、『
道
草
』
は
「
是
よ
り
山
の
あ
は
ひ
を
東
に
入
て
、
古
の
千

酌
海
道
也
」
と
記
す
。『
筑
紫
』
が
「
千
酌
の
渡
り
を
右
に
見
な
し
て
、
富
士
貴

見
山
を
麓
を
過
ぎ
」
と
記
し
て
い
る
が
、「
朝
酌
の
渡
り
を
右
」
の
誤
認
識
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
、
松
江
の
東
、
富
士
貴
見
山
（
布
自
枳
美
山
、
嵩
山
）

の
北
側
を
本
庄
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
を
、
風
土
記
に
記
す
国
府
と
千
酌
駅
家
（
隠
岐

国
へ
の
出
航
地
）
を
結
ぶ
隠
岐
道
（
千
酌
海
道
）
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
れ
に
引

か
れ
て
「
千
酌
の
渡
り
を
右
」
と
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

本
庄
に
宿
泊
し
た
の
は
、
一
つ
に
は
舟
運
の
拠
点
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
一

つ
に
は
風
土
記
抄
が
島
根
郡
家
を
「
今
本
庄
・
新
庄
二
村
之
間
」（
島
根
郡
条
、

道
度
条
）
に
比
定
し
て
い
る
こ
と
に
影
響
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。『
出
雲
』
で
も

「
昔
の
郡
家
の
所
よ
り
舩
に
乗
り
て
」
と
、
本
庄
村
を
郡
家
と
し
て
記
し
、
風
土

記
解
で
も
「
今
の
本
庄
村
」
と
す
る
。
実
地
見
聞
の
結
果
、
本
庄
村
を
確
信
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
は
、
本
庄
と
松
江
市
街
地
の
中
間
、
松
江
市
福
原
町
の
芝
原
遺
跡
が
郡
家

二
五

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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の
有
力
候
補
と
さ
れ
、
最
近
で
は
中
村
太
一
が
、
風
土
記
編
纂
段
階
で
は
そ
れ
よ

り
西
の
松
江
市
坂
本
町
あ
た
り
で
、
そ
の
後
芝
原
遺
跡
に
移
転
し
た
と
す
る
説
を

提
起
し
て
い
る

23
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
庄
に
は
比
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
隠
岐

道
（
枉
北
道
）
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
朝
酌
渡
の
遺
構
と
み
ら
れ

る
大
橋
川
北
岸
の
朝
酌
矢
田
Ⅱ
遺
跡
、
そ
の
北
の
隠
岐
道
遺
構
と
み
ら
れ
る
魚
見

塚
遺
跡
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
嵩
山
の
西
麓
を
北
上
し
、
福
原
か
ら
長
見
を
経
て
、

枕
木
山
の
東
の
山
間
部
を
越
え
、
日
本
海
側
の
千
酌
へ
通
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
24

。

　（
6
）
二
月
二
十
日　

本
庄
↓
美
保
神
社
↓
本
庄

　

本
庄
か
ら
「
そ
る
か
」
と
名
付
け
ら
れ
た
船
で
美
保
神
社
を
め
ざ
し
た
。
途
中

方
朗
は
、
弓
ヶ
浜
や
大
山
の
景
観
を
記
し
て
い
る
。
美
保
神
社
に
参
詣
し
た
後
、

ま
た
船
に
乗
り
島
根
半
島
の
北
側
に
ま
わ
っ
た
。『
出
雲
』
に
よ
る
と
、
加
賀
の

潜
戸
に
行
こ
う
と
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
大
荒
れ
の
海
に
転
覆
し
そ
う
に
な
っ

て
、
恐
怖
に
か
ら
れ
な
が
ら
船
を
乗
り
捨
て
上
陸
し
た
。
磯
伝
い
に
歩
き
山
を
越

え
て
長
浜
に
出
た
と
い
う
か
ら
、
軽
尾
か
ら
雲
津
あ
た
り
の
磯
に
上
陸
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
長
浜
か
ら
島
根
半
島
南
側
の
海
岸
沿
い
に
、
福
浦
、
宇
井
、
森
山
、
下

宇
部
尾
、
手
角
、
万
原
、
長
海
、
野
原
を
経
て
本
庄
に
も
ど
り
、
前
夜
と
同
じ
宿

に
泊
ま
っ
た
。

（
7
）
二
月
二
十
一
日　

本
庄
↓
松
江

　

強
い
風
雪
と
寒
さ
の
な
か
本
庄
を
出
立
、
昼
前
に
は
松
江
に
着
い
た
が
、
風
雪

と
寒
さ
で
そ
の
ま
ま
八
軒
屋
町
の
荒
布
屋
に
泊
ま
っ
た
。

（
8
）
二
月
二
十
二
日　

松
江
↓
杵
築

　

雪
が
残
る
な
か
、
松
江
か
ら
秋
鹿
郡
、
楯
縫
郡
を
経
て
杵
築
に
向
か
っ
た
。『
道

草
』
で
は
島
根
郡
と
秋
鹿
郡
の
堺
の
浜
佐
田
村
で
五
間
ほ
ど
の
土
橋
を
渡
り
、
古

へ
の
佐
太
橋
だ
と
記
し
て
い
る
。

　

風
土
記
で
は
、
島
根
郡
家
で
隠
岐
道
か
ら
分
か
れ
て
、
宍
道
湖
北
岸
を
秋
鹿
郡
、

楯
縫
郡
を
経
て
出
雲
郡
家
近
辺
で
正
西
道
（
山
陰
道
）
に
合
流
す
る
枉
北
道
が
記

さ
れ
て
い
る
。
枉
北
道
の
島
根
・
秋
鹿
郡
堺
の
佐
太
川
に
長
三
丈
、
広
一
丈
の
佐

太
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
風
土
記
抄
は
今
の
船
木
橋
と

し
、
風
土
記
解
は
「
佐
太
橋
ハ
島
根
と
秋
鹿
郡
の
堺
、
古
道
ハ
湖
の
北
に
有
と
聞
。

此
橋
は
今
ハ
佐
太
湖
の
南
端
に
渡
し
て
舩
来
橋
と
も
云
」
と
す
る
。

　

ま
た
「
北
に
海
有
。
古
へ
は
大
な
る
海
な
る
を
、
天
平
の
頃
し
も
ヱ
リ
堀
、
岸

壁
と
し
て
二
つ
の
川
を
作
り
て
、
北
の
海
に
流
入
れ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ

も
風
土
記
抄
が
引
用
す
る
風
土
記
本
文
、
秋
鹿
郡
条
の
恵
曇
浜
の
記
述
「
彫
鑑
磐

壁
三
所
」「
其
中
通
川
北
流
入
大
海
」
に
よ
っ
て
い
る
。
風
土
記
解
は
、「
鈔
本
と

又
一
本
に
は
三
所
と
有
て
、
小
字
の
文
に
厚
二
丈
高
一
丈
の
字
増
」
と
し
て
、「
三

所
」
で
は
な
く
「
二
所
」
だ
と
し
て
い
る
。

　
『
道
草
』
で
は
大
垣
の
里
の
足
高
社
と
下
大
野
村
の
湖
岸
の
津
森
大
明
神
を
見

な
が
ら
進
ん
で
い
っ
た
と
す
る
。
風
土
記
秋
鹿
郡
条
の
宇
知
社
を
大
野
郷
の
阿
内

谷
大
明
神
、
大
津
野
神
社
を
津
森
大
明
神
と
す
る
風
土
記
抄
を
ふ
ま
え
た
も
の
で

あ
る
。
阿
内
谷
大
明
神
は
高
野
宮
阿
内
大
明
神
の
こ
と
で
、
遅
く
と
も
天
正
十

年
（
一
五
八
二
）
以
降
、「
足
鷹
大
明
神
」「
足
高
大
明
神
」「
鷹
之
宮
」
と
み
え

る
2５

。
方
朗
は
「
い
と
ふ
る
び
た
り
」
と
印
象
を
記
し
て
い
る
。
現
在
の
研
究
で

は
、
宇
知
社
の
比
定
は
不
明
で
あ
る

26
。

　

一
行
は
、
宍
道
湖
岸
を
離
れ
楯
縫
郡
か
ら
神
門
郡
へ
と
進
む
。『
筑
紫
』
で
は

簸
川
と
か
い
と
大
き
な
る
流
れ
を
左
に
見
て
し
こ
そ
、
む
か
し
神
戸
の
海
に

落
て
杵
筑
の
海
辺
に
入
し
を
、
末
の
世
、
川
筋
変
り
て
、
今
ハ
松
江
の
水
う

二
六

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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ミ
に
流
る
、
意
宇
の
郡
の
浦
に
出
る
と
な
り
。

と
、
斐
伊
川
（
出
雲
大
川
）
は
出
雲
平
野
を
西
流
し
て
神
門
水
海
に
流
れ
込
ん
で

い
る
と
い
う
風
土
記
の
記
述
を
ふ
ま
え
、
近
世
に
は
東
流
し
て
宍
道
湖
に
流
入
す

る
川
筋
に
変
っ
た
こ
と
を
記
す
。

　

石
見
の
佐
比
売
山
（
三
瓶
山
）
が
見
え
、
白
居
易
の
詩
（
あ
る
い
は
『
枕
草
子
』

か
）
に
み
え
る
香
爐
峰
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
が
、
風
土
記
の
国
引
詞
章
に

み
え
る
佐
比
売
山
を
実
見
し
た
感
慨
が
記
さ
れ
る
。

　
『
道
草
』
に
よ
る
と
、
前
日
二
十
一
日
に
松
江
藩
主
松
平
治
郷
が
杵
築
大
社
に

参
詣
し
て
、
翌
二
十
三
日
に
は
神
楽
を
奉
納
す
る
と
の
こ
と
で
、
道
中
が
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
日
か
ら
杵
築
の
備
前
屋
に
二
泊
す
る
。

（
9
）
二
月
二
十
三
日　

杵
築
大
社
・
日
御
碕
神
社
・
高
浜
左
金
吾
邸

　

ま
ず
杵
築
大
社
に
参
詣
す
る
。
藩
使
が
来
て
奉
納
さ
れ
る
と
い
う
神
楽
を
見
て

い
る
。
服
装
か
ら
神
楽
の
情
景
に
至
る
ま
で
詳
細
に
記
し
て
い
る
『
出
雲
』『
筑

紫
』
に
比
べ
『
道
草
』
の
記
述
は
簡
単
で
、
三
者
の
関
心
の
違
い
が
み
え
る
。
そ

の
後
、
得
国
の
子
、
杵
築
大
社
神
官
の
高
浜
左
金
吾
邸
を
尋
ね
る

27
。
左
金
吾
が

杵
築
大
社
か
ら
か
け
つ
け
接
待
し
よ
う
と
す
る
が
、
一
行
は
日
御
碕
神
社
に
向
か

う
。

　

杵
築
か
ら
日
御
碕
ま
で
は
海
岸
に
近
い
山
を
越
え
て
行
く
。『
道
草
』
は
、「
御

崎
山
ト
佐
比
売
山
ト
正
南
北
也
」
と
記
す
。
風
土
記
の
国
引
詞
章
で
は
、
新
羅
の

三
崎
を
引
い
て
き
て
縫
付
け
た
の
が
「
去
豆
乃
打
絶
」
か
ら
「
支
豆
支
御
埼
」
ま

で
の
地
、
つ
ま
り
島
根
半
島
の
西
端
で
杵
築
大
社
や
日
御
碕
が
位
置
す
る
陸
塊

で
、
引
い
て
き
た
綱
を
つ
な
ぎ
止
め
た
の
が
佐
比
売
山
、
綱
が
園
の
長
浜
だ
と
す

る
。
風
土
記
抄
は
支
豆
支
御
埼
を
大
社
の
辺
と
す
る
。
方
朗
は
、
そ
の
御
埼
山
と

佐
比
売
山
（
三
瓶
山
）
が
南
北
の
位
置
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
実
際
、
御
埼
山
の
西
端
（
日
御
碕
）
と
三
瓶
山
は
と
も
に
東
経
一
三
二

度
三
七
分
上
に
あ
る
。

　

日
御
碕
に
参
詣
し
た
後
、
杵
築
に
も
ど
る
が
、『
道
草
』
は
帰
途
、
山
の
上
か

ら
南
を
望
み
、
神
門
川
、
神
門
水
海
と
日
本
海
と
の
間
に
園
の
松
原
が
見
え
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
国
引
の
世
界
を
実
見
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
記
述
は
な
い

が
、
園
の
松
原
の
先
に
佐
比
売
山
が
見
え
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は

『
出
雲
』『
筑
紫
』
い
ず
れ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
行
は
杵
築
に
も
ど
っ
て
再
び
高
浜
邸
に
行
き
、
夜
遅
く
ま
で
宴
を
繰
り
広
げ

た
。『
筑
紫
』
で
は
鯛
、
石
決
明
（
あ
わ
び
）、
出
雲
の
り
、
早
蕨
な
ど
を
特
記
し

て
い
る
。
風
土
記
出
雲
郡
条
で
は
、
気
多
島
、
能
島
に
生
紫
菜
の
記
述
が
見
え
、

「
鮑
出
雲
郡
尤
優
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
10
）
二
月
二
十
四
日　

杵
築
↓
石
見
国
大
森

　

杵
築
の
宿
を
出
立
し
た
が
、
主
人
左
十
が
四
五
町
も
見
送
っ
て
き
た
と
い
う
。

杵
築
か
ら
園
の
長
浜
を
通
っ
て
田
儀
へ
向
か
っ
た
。
国
引
詞
章
の
園
の
長
浜
を
踏

査
し
、
風
土
記
の
多
伎
駅
を
確
認
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
陰
道
と
の

合
流
点
に
つ
い
て
も
『
道
草
』
は
記
し
て
い
る
。

　

石
見
国
に
入
っ
た
一
行
は
こ
の
日
、
石
見
銀
山
の
大
森
に
宿
泊
す
る
。
そ
し
て

長
門
、
筑
紫
め
ざ
し
て
旅
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

四　

む
す
び
に
か
え
て

　

内
山
真
龍
ら
の
西
国
旅
行
の
う
ち
、
出
雲
国
内
踏
査
に
つ
い
て
、
全
行
程
と

『
出
雲
風
土
記
抄
』『
出
雲
風
土
記
解
』
の
関
係
を
提
示
し
て
み
た
。
最
後
に
三
日

二
七

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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記
の
対
照
表
と
行
程
の
地
図
を
付
し
た
。
と
く
に
『
筑
紫
日
記
』
は
こ
れ
ま
で
翻

刻
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』
と
あ
わ
せ

て
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
踏
査
の
実
態
が
み
え
て
く
る
。
内
山
真
龍
に
は
、
書

簡
を
は
じ
め
多
数
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
含
め
た
分
析

は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
の
基
礎
作
業
を
ふ
ま
え
、『
出
雲
風
土
記
解
』
の
解
釈

の
形
成
、
ひ
い
て
は
古
代
出
雲
像
の
形
成
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

塩
澤
重
義
『
国
学
者
小
國
重
年
の
研
究
』（
羽
衣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）で
は
、『
筑

紫
日
記
』『
弥
久
毛
道
草
』
な
ど
に
よ
り
な
が
ら
、
こ
の
西
国
旅
行
の
な
か
の
小
国
重
年

に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
。

2　

吉
川
隆
美
Ａ
「
内
山
真
龍
『
出
雲
日
記
』
の
考
察
」『
島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

二
二
、一
九
八
四
年
。

3　

岡
宏
三
「
内
山
真
龍
の
出
雲
大
社
参
詣
」『
悠
久
』
九
二
、二
○
○
三
年
。

4　

吉
川
隆
美
Ｂ
「
高
林
方
朗
『
弥
久
毛
乃
道
中
』
に
つ
い
て
―
解
説
と
翻
刻
―
」『
島

根
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
七
、一
九
八
九
年
、
吉
川
隆
美
Ｃ
「
高
林
方
朗
『
弥
久
毛
乃

道
中
』
―
伯
・
雲
・
石
道
の
翻
刻
」『
島
大
国
文
』
三
二
、二
〇
〇
八
年
）。

５　

浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵（
高
林
家
文
庫
）、
天
明
四
年
四
月
五
日
高
林
方
朗
書
写

『
出
雲
風
土
記
抄
』。

6　

大
日
方
克
己
「
本
居
宣
長
・
小
篠
敏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
『
出
雲
風
土
記
抄
』」

『
社
会
文
化
論
集
』
一
四
、二
〇
一
八
年
。

7　

大
日
方
克
己
「『
出
雲
風
土
記
抄
』
の
成
立
と
諸
本
」（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

編
『
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
所
蔵 

影
印 

出
雲
風
土
記
鈔（
雲
州
風
土
記
）』、

島
根
県
教
育
委
員
会
・
ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版
、
二
○
二
一
年
）で
は
、
風
土
記
解
意
宇
郡
黒

田
駅
条
の
例
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
が
、
他
の
解
釈
全
体
を
検
討
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

8　

山
下
政
嗣
は
同
日
に
遠
江
国
豊
田
郡
敷
地
村（
磐
田
市
敷
地
）の
自
宅
を
出
発
、
途
中

で
真
龍
、
鈴
木
書
緒
と
合
流
し
、
姫
街
道
を
三
ヶ
日
に
向
か
っ
た
。

9　

小
篠
敏
、
本
居
宣
長
を
め
ぐ
る
風
土
記
抄
に
つ
い
て
は
、
大
日
方
克
己
、
前
掲
注

（
6
）論
文
。

10　

小
篠
敏
は
、
浜
田
・
観
音
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
墓
碑
銘
に
よ
る
と
、
享
保
十
三
年

（
一
七
二
八
）に
浜
松
の
松
田
玄
統
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）二
五

歳
の
と
き
浜
田
藩
医
小
篠
秀
哲
の
養
子
と
な
り
、
明
和
二
年（
一
七
六
五
）に
養
父
の
跡

を
継
い
で
藩
医
に
な
っ
て
い
る（
浜
田
市
教
育
委
員
会
編
『
ふ
る
さ
と
を
築
い
た
人
々
―

浜
田
藩
追
懐
の
碑
人
物
伝
』
一
九
九
二
年
）。
浜
松
時
代
か
ら
、
内
山
真
龍
ら
と
交
流
が

あ
っ
た
か
は
不
明
。

11　

大
日
方
克
己
、
前
掲
注（
6
）論
文
。

12　
『
松
江
市
史
通
史
編
4
近
世
Ⅱ
』
第
七
章
第
三
節
二
「
出
雲
を
訪
れ
た
旅
人
／
国
学
者

の
旅
」（
小
林
准
士
執
筆
）、
松
江
市
、
二
○
二
○
年
。

13　
「
国
学
者
の
旅
」、
前
掲
注（
12
）書
。

14　

天
保
四
年（
一
八
三
三
）開
版
。『
松
江
市
史
史
料
編
五
近
世
Ⅰ
』、
松
江
市
、
二
○

一
一
年
。

1５　

佐
伯
有
義
編
『
神
祇
全
書
』
五（
皇
典
講
求
所
、
一
九
○
八
年
）所
収
本
に
よ
る
。
天

保
十
四
年（
一
八
四
三
）岩
政
信
比
古
校
訂
、
跋
。

16　

加
藤
義
成
『
出
雲
国
風
土
記
参
究
』
至
文
堂
、
一
九
五
七
年
、
石
塚
尊
俊
「「
同
社

坐
」
と
「
同
社
」」『
古
代
出
雲
の
研
究
』
佼
成
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
八

○
年
、
瀧
音
能
之
「
韓
国
伊
太
氐
神
社
と
日
羅
関
係
」『
出
雲
古
代
史
論
攷
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
九
五
年
、
な
ど
。

17　
「
国
学
者
の
旅
」、
前
掲
注（
12
）書
。

18　

島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
編
『
史
跡
出
雲
国
府
跡
―
九
総
括
編
』
第
三
章

「
出
雲
国
府
の
研
究
史
」（
島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
○
一
三
年
）。

二
八

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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19　

関
和
彦
『
出
雲
国
風
土
記
註
論
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
二
六
二
〜
三

頁
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
解
説
出
雲
国
風
土
記
』
島
根
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
四
年
、
な
ど
。

20　

た
と
え
ば
天
明
四
年（
一
七
八
四
）「
北
島
家
孝
神
火
相
続
日
記
」
に
は
、
北
島
惟
孝

の
火
継
神
事
に
関
わ
っ
て
、「
神
主
大
江
」、「
別
火
操
」
な
ど
と
み
え
る（
島
根
県
教
育

委
員
会
『
意
宇
六
社
文
書
』（
初
版
一
九
七
四
年
、
復
刻
二
〇
〇
〇
年
）、
神
魂
神
社
社

家
秋
上
家
文
書 

四
一
九
号
）。

21　
『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
に
は
一
か
所
だ
け
福
見
又
七
に
か
か
わ
る
頭
注
が
あ
る
。
意
宇

郡
条
「
筑
陽
川
、
源
出
郡
家
正
東
一
十
里
一
百
歩
荻
山
、
北
流
入
于
海
」
の
頭
注
に
「
福

見
三
省
云
、
今
曰
二
波
入
川
一
、
出
レ
自
二
星
上
一
、
京
羅
木
山
是
也
。
因
考
、
荻
山
、
即

京
羅
木
山
也
」
と
あ
る
。
こ
の
頭
注
は
、『
出
雲
風
土
記
解
』
の
文
化
二
年
五
月
伴
信
友

書
写
本
を
祖
本
と
す
る
横
山
家
甲
本（
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）五
月
長
沢
伴
雄
書
写
）、

文
政
三
年（
一
八
二
〇
）三
月
川
崎
重
恭
書
写
本（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵（
平
田
篤

胤
資
料
））な
ど
の
当
該
箇
所
頭
注
と
し
て
「
訂
」
の
注
記
と
と
も
に
書
き
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
両
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、「
訂
」
と
は
『
訂
正
出
雲
風
土
記
』
の
略
記
で
あ
り
、

伴
信
友
自
身
が
文
化
二
年
以
降
文
政
九
年
ま
で
に
諸
本
と
校
合
す
る
な
か
で
書
き
入
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　

福
見
三
省
の
言
を
千
家
俊
信
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
、
真
龍
ら
と
の
関
係
も
含

め
て
検
討
し
て
み
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

22　

引
佐
郡
渭
伊
川
、
豊
田
郡
天
竜
川
、
同
郡
敷
地
川
、
山
香
郡
気
田
川
、
南
周
智
郡
大

田
川
、
同
郡
宇
苅
川
、
山
名
郡
諸
川
捕
物
、
蓁
原
郡
大
井
川
、
な
ど
に
「
伊
具
比
」
の

表
記
で
記
述
す
る（『
遠
江
風
土
記
伝
』
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
〇
年
）。
こ
れ
ら

の
記
述
様
式
が
出
雲
国
風
土
記
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

23　

中
村
太
一
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
通
道
記
事
と
そ
の
路
線
復
原
―
推
定
復
原
図
作
成

に
関
す
る
覚
え
書
き
」、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
二
七
集
『
山
陰
に
お

け
る
古
代
交
通
の
研
究
』、
二
〇
二
二
年
。

24　

隠
岐
道（
枉
北
道
）の
比
定
と
諸
説
に
つ
い
て
は
、
吉
永
壮
志
「
枉
北
道
の
校
訂
と
研

究
」、
前
掲
注（
23
）書
所
収
。

2５　

関
和
彦
、
前
掲
注（
19
）書
、
五
八
五
頁
。

26　

関
和
彦
、
前
掲
注（
19
）書
、
五
八
五
頁
。

27　
『
道
草
』
に
は
「
高
浜
左
仲
参
拝
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
有
玉
村
高
林
家
日
記

之
内
書
抜
簿
一
』（『
高
林
家
史
料
』
一
、
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
、
一
九
九
一
年
）享
和

二
年（
一
八
〇
二
）二
月
十
六
日
の
記
事
に
「
出
雲
大
社
之
社
家
高
浜
左
仲
殿
来
」
と
み

え
、
高
浜
左
仲
が
遠
江
国
有
玉
村（
浜
松
市
）の
高
林
方
朗
宅
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
地
域
に
お
け
る
神
話
的
古
代

出
雲
像
形
成
と
そ
の
歴
史
的
性
格
の
研
究
」（
課
題
番
号20K

00982

）の
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
高
林
家
文
庫
に
つ
い
て
は
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
、『
筑
紫
日
記
』
に
つ
い

て
は
、
調
査
な
ら
び
に
翻
刻
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
に
そ
れ

ぞ
れ
記
し
て
謝
し
た
い
。

二
九

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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表 1　内山真龍西国旅行全行程（山下政嗣『筑紫日記』による）

月 / 日 経過した国 宿泊地 月 / 日 経過した国 宿泊地 月 / 日 経過した国 宿泊地
1/21 遠江 三ケ日 2/21 出雲 松江 3/18 豊前 苅田
1/22 遠江 / 三河 藤川 2/22 出雲 杵築 3/19 豊前 / 長門 赤間関
1/23 三河 / 尾張 名古屋 2/23 出雲  〃 3/20 長門 船木
1/24 尾張  〃 2/24 出雲 / 石見 大森 3/21 長門 / 周防 宮内

〜 2/2５ 石見 江津 3/22 周防 呼坂
1/28 尾張  〃 2/26 石見 三隅 3/23 周防 / 安芸 小方
1/29 尾張 / 美濃 墨俣 2/27 石見 高津 3/24 安芸 海田市
2/01 美濃 / 近江 醒ヶ井 2/28 石見 / 長門 宇田 3/2５ 安芸 本郷
2/02 近江 鏡 2/29 長門 萩 3/26 安芸 / 備後 横尾
2/03 近江 三井寺 2/30 長門 四郎ヶ原 3/27 備後 / 備中 矢掛
2/04 近江 / 山城 京都 3/01 長門 赤間関 3/28 備中 / 備前 藤井
2/0５ 山城  〃 3/02 長門 / 豊前 小倉 3/29 備前 / 播磨 有年
2/06 山城 山崎 3/03 豊前 / 筑前 赤間 4/01 播磨 加古川
2/07 山城 / 摂津 有馬温泉 3/04 筑前 博多 4/02 播磨 / 摂津 みぬめの浦
2/08 摂津 神戸 3/0５ 筑前 轟木 4/03 摂津 大坂
2/09 摂津 / 播磨 長坂 3/06 肥前 小田 4/04 摂津  〃
2/10 播磨 追分 3/07 肥前 彼杵 4/0５ 摂津  〃
2/11 播磨 / 美作 土居 3/08 肥前 矢上 4/06 摂津 / 河内 / 山城 八幡
2/12 美作 壷井 3/09 肥前 長崎 4/07 山城 京都
2/13 美作 勝山 3/10 肥前 長崎 4/08 山城  〃
2/14 美作 / 伯耆 板井原 3/11 肥前 彼杵 4/09 山城 / 近江　 草津
2/1５ 伯耆 米子 3/12 肥前 山口 4/10 近江 醒ヶ井
2/16 伯耆 / 出雲 出雲郷 3/13 肥前 佐賀 4/11 近江 / 美濃 / 尾張 起
2/17 出雲 大庭 3/14 肥前 / 筑後 善導寺 4/12 尾張 名古屋
2/18 出雲  〃 3/1５ 筑後 / 豊後 豆田 4/13 尾張 / 三河 藤川
2/19 出雲 本庄 3/16 豊後 / 豊前 羅漢寺 4/14 三河 / 遠江 新居
2/20 出雲  〃 3/17 豊前 大根川 4/1５ 遠江 浜松帰着

図 1　内山真龍一行の出雲実地見聞ルート　（地理院地図に加筆）
三
〇

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月1５日
2月1５日

伯
耆
国
と
出
雲
国
の
弓
浜
に
や
と
り
す
。
明
な
は
意
宇
郡
に
い

ら
ん
と
す
れ
と
、
道
し
れ
る
人
一
人
も
な
し
。
先
主
を
呼
て
黒

田
の
駅
に
至
ら
ん
道
教
え
よ
、
と
云
に
、
杵
築
に
詣
る
旅
人
ハ

爰
よ
り
舩
乗
し
て
松
江
に
つ
き
、
又
平
田
を
追
行
こ
そ
近
け

れ
、
駅
路
ハ
其
名
も
伝
へ
き
か
す
、
さ
れ
と
し
か
云
所
や
あ

ん
な
る
国
人
わ
た
り
き
ま
せ
り
、
呼
い
て
ん
、
と
て
ま
か
る
。

頓
て
出
雲
人
ゐ
て
こ
し
、
意
宇
郡
神
魂
社
の
神
主
秋
上
得
国

と
告
て
、
霰
打
遠
江
の
国
人
よ
、
遙
け
き
道
の
隅
〳
〵
山
川

も
つ
ゝ
ミ
な
く
越
渡
り
来
ま
し
て
、
我
国
の
か
ミ
て
ふ
上
代

の
地
尋
ま
く
す
る
お
も
む
か
し
さ
よ
。
称
唯
、
吾
国
の
風
土

記
に
よ
る
の
ミ
、
さ
ら
ハ
先
、
八
雲
立
と
詔
ま
せ
し
八
重
垣
・

意
宇
・
熊
野
・
伊
邪
那
岐
・
揖
屋
・
神
魂
の
社
を
拝
ま
せ
、
其

道
の
ゆ
き
て
有
し
黒
田
の
駅
ハ
三
百
年
計
の
昔
、
笠
の
長
者

と
云
人
の
住
け
る
時
、
火
つ
き
て
焼
た
り
。
其
後
、
意
宇
町

と
云
ち
ひ
さ
き
ま
ち
有
し
も
、
寛
永
十
三
年
、
松
江
の
城
を

築
て
よ
り
移
り
な
と
し
て
絶
え
た
り
。
今
ハ
黒
き
土
の
ミ
残

れ
る
を
し
る
へ
し
と
し
て
、
そ
こ
よ
り
四
方
を
見
は
る
か
し
、

神
魂
社
に
詣
て
ん
時
ハ
、
我
宿
り
に
や
と
ら
せ
、
国
形
よ
く
し

れ
る
人
有
、
松
江
の
と
の
に
仕
奉
る
藤
原
三
省
な
ん
呼
び
て
あ

は
せ
ま
く
思
ふ
と
云
。
此
人
を
置
き
て
又
有
や
と
と
へ
ハ
、
神

門
郡
の
郡
監
源
時
照
な
ん
早
く
身
ま
か
り
て
今
ハ
な
し
と
云
。

夜
更
る
ま
ゝ
に
別
れ
去
。
嬉
し
く
て
思
ひ
や
れ
ハ
、
昔
有
け
ん

遍
土
翁
て
ふ
を
ち
な
ん
、
か
ゝ
る
を
ハ
云
へ
し
。

米
子
駅
に
泊
ぬ
。
手
間
山
□
。
今
テ
マ
ノ
ヤ
ウ
ガ
イ
ト
里
人

云
。
是
ヨ
リ
南
東
ニ
当
ル
。
今
に
烽
有
。
米
子
東
町
唐
津
屋

吉
左
衛
門
。

　

此
夜
し
隣
宿
な
る
出
雲
国
ア
フ
バ
の
神
主
秋
上
大
祐
と
云

人
来
り
て
、
国
か
た
の
こ
と
共
問
ふ
に
、
未
つ
ば
ら
に
は
あ

ら
ね
ど
、
そ
こ
か
し
こ
ゑ
き
事
も
有
。
又
、
松
江
士
福
見
又

八
と
い
ふ
人
、
風
土
記
の
道
は
ゆ
た
ゞ
す
べ
く
す
る
よ
し
、

此
人
に
引
あ
は
せ
ま
く
ち
ぎ
る
。

夕
日
影
移
ろ
ふ
頃
し
も
米
子
に
出
ぬ
。
此
湊
は
沖
行
大
船
の
纜

を
繋
く
所
に
し
あ
れ
ハ
、
あ
れ
ば 

、
家
居
広
く
い
と
賑
ハ
し
。

城
は
町
屋
の
西
な
る
入
江
の
岸
に
臨
め
る
松
山
の
上
に
あ
り
。

因
幡
の
国
の
守
の
し
ら
す
よ
し
に
て
、
其
弾
内
荒
尾
何
某
預

守
る
と
な
ん
。
磯
部
に
立
止
り
て
北
の
海
の
浦
回
を
見
る
に
、

春
日
の
夕
栄
う
な
の
上
を
照
ら
し
て
飽
か
ぬ
様
に
さ
り
け
る
。

此
州
の
弓
浜
遥
沖
放
け
て
さ
し
出
た
り
。
其
根
そ
米
子
の
東
に

続
き
大
仙
の
麓
ゟ
船
の
上
、
名
和
の
湊
な
と
遮
る
物
な
く
見
へ

渡
ぬ
。

　
　

弓
浜
の
弦
や
は
つ
れ
て
帰
る
丁

隠
岐
の
州
そ
此
灘
の
北
三
十
五
里
に
あ
た
れ
り
と
そ
、
元
享

（
弘
）の
帝
の
彼
島
よ
り
こ
の
名
和
の
湊
ま
て
夜
の
間
に
御
ふ

ね
は
て
さ
せ
た
ま
ひ
し
抔
、
目
の
あ
た
り
の
や
う
に
お
も
ひ
遣

り
ぬ
程
を
う
つ
し
て
打
詠
け
る
に
、
永
き
日
も
や
ゝ
暮
ま
く
す

る
に
そ
宿
り
に
つ
き
ぬ
。
こ
の
夜
さ
り
、
出
雲
の
州
の
神
魂
の

宮
の
神
主
秋
上
大
祐
得
国
と
ふ
人
出
来
り
。
其
国
の
風
土
記
の

い
に
し
へ
か
た
を
今
に
引
合
た
る
物
語
な
と
、
夜
も
す
か
ら
飽

か
す
か
た
ら
ひ
、
吾
か
輩
其
国
に
至
ら
ん
日
そ
翁
か
住
る
大
庭

の
さ
と
を
か
な
ら
す
尋
た
ま
へ
と
、
く
れ
〳
〵
も
こ
と
か
せ
し

て
別
れ
ぬ
。

　
　

板
屋
原
よ
り　

根
尾
へ　

弐
里

　
　

根
尾
よ
り　
　

二
部
へ　

壱
里

　
　

二
ぶ
よ
り　
　

溝
口
へ　

弐
里

　
　

み
ぞ
口
ゟ　
　

米
子
へ　

三
里

2月16日
国堺←米子

月
を
経
て
始
め
て
雨
ふ
る
。
し
め
や
か
な
れ
れ
と
、
猒
心
し
て

出
、
二
国
の
界
と
聞
し
手
間
の
山
、
た
ま
の
関
路
も
時
代
へ
て

道
変
り
け
ん
そ
か
ひ
に
見
て
、
海
へ
を
ゆ
く
。
此
ゆ
く
道
ハ
、

伯
耆
国
会
見
の
郡
イ
ン
ダ
を
界
、
出
雲
の
方
に
剗
を
置
。

小
雨
ふ
る
。
雨
つ
ゝ
み
し
て
米
子
を
立
て
、
町
は
づ
れ
に
出
、

舟
津
を
見
る
。
し
づ
け
し
。
忌
田
の
村
と
吉
佐
の
里
と
あ
は

ひ
に
坂
有
。
伯
耆
と
出
雲
と
堺
杭
有
。

朝
よ
り
打
く
も
り
雨
ふ
る
。
卯
の
時
は
か
り
雨
包
ミ
し
て
宿
を

た
ち
忌
田
て
ふ
さ
と
に
行
。
少
き
山
の
上
に
出
雲
伯
耆
の
堺
あ

り
。

富田川←吉左
能
義
郡
吉
佐
、
門
生
、
安
来
、
い
し
り
川
、
と
太（
富
田
）川

を
渡
り
行
。
昔
の
名
ハ
伯
太
川
、
野
城
川
と
い
ひ
け
る
と
そ
。

並
松
有
道
を
行
。
此
所
ハ
米
子
城
の
申
の
方
に
当
ル
。
出
雲

国
首
ハ
米
子
辰
巳
ノ
方
也
と
大
祐
ど
の
い
ふ
。
門
生
の
里
を

過
て
、
八
杉（
安
来
）の
駅
に
至
る
。
米
子
よ
り
三
里
ほ
ど
也
。

聚
千
計
有
。

越
ゆ
れ
ば
能
義
の
郡
、
吉
佐
村
な
り
。
こ
は
此
国
形
の
巽
に
あ

た
り
て
一
国
の
か
し
ら
と
す
る
由
、
門
生
、
八
杉
抔
そ
磯
回
の

里
む
ら
を
過
行
。

井
尻
川
を
橋
渡
す
。
是
は
川
上
文
理（
母
理
）の
里
よ
り
流
落

る
古
へ
の
伯
太
川
な
ら
ん
。
戸
田（
富
田
）川
を
橋
渡
す
。
こ

は
古
の
野
城
川
な
ら
ん
。
皆
東
に
海
の
入
江
有
。

井
尻
河
、
戸
田
河
の
二
瀬
あ
り
。
何
れ
も
砂
川
の
広
瀬
に
竹
の

編
橋
つ
ら
ね
も
て
間
ゝ
続
に
掛
渡
せ
り
。

表
2
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
之
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
対
照
表
―
米
子
・
出
雲
国
内

三
一

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月16日
揖屋←赤江

赤
井（
江
）の
里
に
し
て
昼
食
を
し
ぬ
。
ア
ラ
シ
マ
の
里
を
過

て
、
伊（
意
）東
里
を
過
、
イ
ヤ
里
、
こ
は
古
の
伊
賦
夜
の
里

也
。

赤
井
の
里
よ
り
ハ
意
宇
の
郡
な
り
。
荒
島
、
伊
東
、
い
ふ
や
て

ふ
磯
部
を
行
に
、
し
ハ
し
雨
の
止
ミ
け
る
ひ
ま
、
雲
の
絶
間

に
引
栄
た
る
伯
耆
の
州
の
弓
浜
、
こ
な
た
に
此
州
の
蛸
島
て

ふ
家
居
は
さ
た
か
な
ら
ね
と
遠
近
に
煙
た
つ
ま
て
見
へ
渡
り
、

こ
と
な
る
眺
望
の
い
と
物
惜
き
を
、
あ
や
に
く
に
ま
た
も
雨
の

降
り
来
て
、
左
は
か
り
の
け
し
き
も
や
ミ
と
掻
つ
ら
し
、
詠
も

つ
れ
な
か
り
け
る
を
恨
み
て

　
　

か
け
て
こ
し
意
宇
の
海
回
に
く
る
し
く
も

出雲郷
揖
屋
を
過
る
に
雨
い
と
ふ
れ
ゝ
ハ
、
出
雲
江（
出
雲
郷
）に
や

と
る
。

出
雲
江
の
里
に
至
。
熊
野
川
の
東
の
岸
文
蔵
と
云
人
家
に
宿

る
。
八
杉
よ
り
三
里
也
。
〆
六
里
。
海
辺
ろ
に
行
に
、

旅
に
し
て
い
や
し
き
ふ
れ
る
雨
に
ぬ
れ
お
う
の
浦
わ
を

う
ら
さ
び
行
も

さ
や
け
く
も
見
む
と
恋
ひ
し
を
雲
あ
ひ
て
お
う
の
う
ら

わ
を
し
の
か
め
ふ
る
や

今
日
朝
よ
り
打
ふ
る
雨
に
磯
辺
を
行
暮
て
出
雲
江
に
泊
ぬ
。

伯
州
米
子
ゟ　

雲
州
八
杉
へ　

三
里

八
杉
よ
り　
　

出
雲
江
へ　
　

三
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
宇
郡
ア
ダ
カ
江
村　

宿
文
蔵

や
と
れ
る
あ
た
か
え
の
渚
に
意
宇
川
流
れ
て
お
か
し
き
所
な

れ
と
、
雨
数
降
て
物
う
し
。
此
川
そ
ひ
の
田
つ
ら
を
行
に
、
を

ち
の
教
へ
し
社
の
前
わ
た
り
か
、
く
ろ
き
土
の
ミ
け
に
黒
田
と

い
は
ん
に
ま
さ
る
ゝ
所
な
し
。
や
と
れ
る
あ
た
か
え
の
渚
に

意
宇
川
流
れ
て
お
か
し
き
所
な
れ
れ
と
、
雨
敷
降
て
物
う
し
。

此
川
そ
ひ
の
田
つ
つ
ら
を
行
に
、
を
ち
の
教
へ
し
社
の
前
わ

た
り
か
、
く
ろ
き
土
の
ミ
、
け
に
黒
田
と
い
は
ん
に
ま
さ
る
ゝ

所
な
し
。
先
を
ち
の
宿
り
に
い
ひ
入
レ
て
、
か
う
〳
〵
有
し
と

語
れ
ハ
、
今
の
主
も
家
戸
自
も
労
て
や
と
す
、

日
も
高
し
、
云
々
の
社
に
詣
ん
と
て
出
、
意
宇
川
の
岩
か
ね
踏

さ
く
ミ
い
く
り
木
根
を
あ
と
こ
え
、
雨
つ
ゝ
ミ
の
物
ら
う
は
ら

に
懸
り
て
倒
れ
ぬ
へ
き
山
ノ
間
を
分
い
れ
ハ
、
底
ひ
の
極
ミ
に

熊
野
の
大
社
ハ
有
け
り
。
神
主
熊
野
利
太
夫
か
り
と
め
行
て
、

昼
け
を
す
。
し
は
し
も
猶
や
ハ
あ
ら
し
と
向
さ
く
る
山
〳
〵

を
、
見
れ
と
み
れ
と
雨
雲
覆
て
、
ひ
る
と
も
思
ひ
た
ら
す
。
只

ひ
は
山
の
み
朧
々
し
く
、
辰
巳
に
見
ゆ
。
扨
も
う
こ
し
程
を
と

へ
は
、
昔
の
道
十
八
里
と
云
ふ
。
夕
つ
け
た
り
爰
に
は
や
と
さ

す
彼
宿
り
に
帰
ら
ん
は
、
暮
ぬ
へ
し
、
つ
か
れ
た
り
、
狼
具
し

た
く
ひ
を
跛
裁
そ
の
尾
に
□
と
云
に
似
た
り
。
雨
風
打
し
き
り

て
畏
こ
か
れ
と
、
社
に
う
こ
な
は
り
侍
り
て
心
の
う
ち
に
唱
た

る
、

天
雲
の
八
雲
立
の
ほ
る
中
に
し
も

斎
垣
こ
も
ら
す
み
熊
野
の
空

幸
し
て
、
老
翁
の
家
に
来
つ
く
。

終
夜
の
雨
、
明
け
ぬ
る
朝
も
し
と
〳
〵
ふ
り
て
、
空
も
ふ
た
か

れ
る
こ
と
や
る
か
た
な
く
て
、
時
を
う
つ
し
ぬ
。
流
石
に
海
士

の
ふ
せ
屋
の
い
と
も
う
れ
た
く
い
ふ
。
せ
か
れ
ハ
留
ま
れ
る
よ

し
も
な
く
雨
つ
つ
ミ
こ
し
ら
へ
て
立
出
ぬ
。
こ
れ
よ
り
ハ
磯
辺

を
離
れ
て
意
宇
の
川
辺
の
流
れ
に
添
ひ
道
の
左
に
入
り
ぬ
。
大

草
の
さ
と
、
黒
田
の
里
を
過
き
て
、
茶
臼
山
て
ふ
こ
そ
は
、
い

に
し
へ
の
握
垣
山
な
ら
ん
。
其
山
の
麓
な
る
森
の
木
蔭
に
鎮
り

座
す
伊
弉
諾
の
宮
に
詣
ぬ
。
そ
れ
よ
り
山
代
む
ら
に
出
つ
し
ゝ

も
、
上
つ
代
の
名
に
負
里
な
り
と
そ
。
尚
も
彼
川
の
流
に
さ

か
の
ほ
り
、
い
と
遥
け
き
山
里
を
行
に
春
雨
の
ふ
り
し
き
り
、

衣
手
濡
て
打
濡
つ
ゝ
行
々
て
、
爰
そ
熊
野
櫲
樟
日
の
命
の
こ
も

ら
せ
た
ま
ふ
青
垣
山
の
御
社
を
拝
ろ
か
ミ
奉
り
ぬ
。

天
雲
の
や
重
た
ち
の
ほ
る
中
に
し
も

瑞
垣
め
く
ら
す
美
熊
野
の
宮　
　
　
　

真
龍

詣
て
来
る
人
も
稀
な
る
に
や
、
宮
つ
こ
も
見
え
す
。
其
宮
神
主

何
某
の
許
に
尋
ね
て
昼
の
も
の
と
ら
へ
、
ま
た
こ
し
く
る
野
道

を
立
帰
る
に
、
山
風
は
け
し
く
吹
巻
、
雨
弥
増
に
降
来
り
て
葉

を
乱
す
か
こ
と
人
々
行
な
や
ミ
ぬ
。

こ
こ
ろ
な
く
降
り
来
る
雨
の
出
雲
路
や

泊
り
さ
た
め
ぬ
身
と
そ
し
ら
す
て　
　

秀
穂

山
々
の
か
ひ
よ
り
流
る
音
な
し
、
川
も
嶺
の
雪
消
に
水
重
増
り

て
、
溺
る
瀧
津
瀬
の
逆
巻
響
ハ
鳴
神
の
耳
に
轟
く
は
か
り
物
云

へ
と
こ
と
も
通
り
す
。
ひ
と
り
〳
〵
に
成
り
て
旅
こ
ろ
も
し
ほ

り
も
あ
へ
す
。

2月17日
神魂神社・秋上邸←熊野大社←神魂神社・秋上邸←伊弉諾宮

雨
ふ
る
。
出
雲
江
、
古
の
阿
陀
加
夜
を
立
、
オ
ウ
川
に
副
て

西
へ
一
里
ほ
ど
来
る
。
大
草
村
を
通
り
て
、
イ
サ
ナ
キ
ノ
宮

に
詣
。
オ
ウ
川
の
北
辺
に
し
て
、
此
宮
南（「
西
」
カ
）面
也
。

山
代
の
里
を
通
。
北
に
高
き
山
有
。
こ
は
今
チ
ャ
ウ
ス
山
と

も
、
イ
サ
ナ
キ
山
と
も
云
。
古
へ
の
ア
ツ
ガ
キ
山
也
。
烽
有
。

そ
ゆ
し
も
三
四
町
ほ
ど
南
に
行
。
か
の
米
子
に
し
て
ち
ぎ
り

し
大
庭
の
神
主
大
祐
殿
の
元
に
問
に
、
此
人
、
雨
い
た
み
か

未
か
へ
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
当
職
大
江
殿
并
み
さ
ほ
ど
の
言
に

よ
て
、
今
宵
こ
ゝ
に
宿
り
て
、
松
江
な
る
福
見
氏
へ
引
合
せ

ま
く
ち
ぎ
り
て
、
熊
野
の
大
社
を
さ
し
て
行
。
雨
い
た
く
ふ

れ
ゝ
ば
、
い
た
き
く
ひ
す
れ
ど
、
お
う
川
に
網
さ
す
人
を
見

て
、

ふ
な
人
は
誰
為
な
ら
し
あ
引
す
と
お
う
の
川
瀬
に
袖
ぬ

ら
し
つ
ゝ

な
ど
云
つ
ゝ
、
谷
の
あ
は
ひ
を
此
川
べ
ら
に
付
て
、
二
里
よ

計
逆
り
て
、
か
の
熊
野
大
社
を
お
ろ
が
む
。
此
神
主
治
大
夫

ど
の
家
立
寄
り
て
昼
飯
を
し
ぬ
。
こ
ゝ
に
し
て
問
に
、
此
川

の
源
は
音
な
し
の
瀧
て
ふ
有
。
其
家
を
出
て
行
さ
に
は
、
い

と
雨
の
ふ
り
き
て
、
雨
障
を
さ
へ
通
り
て
袖
も
し
と
ゞ
に
ぬ

れ
行
く
。
又
二
里
ほ
ど
来
り
て
、
か
の
神
魂
社
の
神
主
の
家

に
宿
る
。

三
二

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
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弥
久
毛
乃
道
草
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筑
紫
日
記
』
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理
―
（
大
日
方
克
己
）

－ 249 －



出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月17日
神魂神社・秋上邸滞在

今
の
主
は
大
江
弟
を
み
さ
ほ
又
の
弟
を
左
金
五
と
云
。
此
金
五

主
は
、
杵
築
に
仕
な
ま
つ
り
て
お
は
す
。
戸
刀
自
な
ん
よ
く
い

た
は
る
に
、
家
こ
そ
り
て
む
つ
ま
し
。

大
江
ど
の
は
ら
か
ら
、
ひ
ね
も
す
よ
も
す
が
ら
風
土
記
の
言

ど
も
か
た
ら
ひ
て
、
い
ど
こ
に
入
り
ぬ
。

米
子
に
て
契
て
し
大
庭
の
里
の
秋
上
得
国
の
館
に
行
き
て
こ

と
合
ハ
す
に
、
其
人
ハ
ま
た
旅
に
し
有
り
て
帰
ら
ね
と
、
其
長

児
大
兄（
江
）、
次
の
名
ハ
操
、
家
戸
自
こ
そ
り
て
、
い
と
ね

も
こ
ろ
に
留
め
も
て
な
し
け
る
を
、
人
々
よ
ろ
こ
ひ
あ
り
し
、

労
れ
を
忘
れ
て
終
夜
物
語
し
て
い
た
く
更
ぬ
れ
ば
、
い
ね
ぬ
。

　
　

出
雲
江
ゟ　
　

伊
弉
諾
へ　
　

弐
里

　
　

伊
弉
諾
ゟ　
　

く
ま
野
へ　
　

弐
里
半

　
　

熊
野
よ
り　
　

大
庭
の
里
へ　

弐
里

雨
は
ふ
ら
ね
ね
ど
空
行
雲
さ
わ
ぎ
て
、
さ
ぐ
も
れ
り
。
朝
、

辰
の
時
計
、
か
の
こ
な
た
よ
り
昨
日
云
や
れ
り
し
、
松
江
士

福
見
又
八
藤
原
三
省
て
ふ
人
来
て
、
ひ
ね
も
す
に
、
我
の
し

風
土
記
の
こ
と
ゞ
も
問
に
、
い
と
才
有
人
也
と
見
ゆ
。
し
か

は
あ
れ
ど
、
地
里（
理
）は
委
し
か
れ
ど
詞
は
明
ら
け
か
ら
ず
。

　
　
　
　

大
庭
神
魂
宮
神
宝

　

天
菩（
穂
）日
命
座
て
天
降
給
う
釡
。
尼
子
春（
晴
）久
十
六

歳
之
時
之
冒
鎧
、
同
太
刀
、
作
は
豊
後
僧
定
秀
也
。
毛
利
輝

元
の
奉
る
横
刀
、
作
は
紀
の
新
太
夫
行
平
也
。
後
鳥
羽
院
御

歌
、
か
た
も
定
め
ぬ
暁
の
か
ね
。
浪
こ
さ
ば
浦
見
ん
と
こ
そ

契
り
し
か
い
か
に
成
行
末
の
松
山
。
細
川
玄
旨
歌
、
そ
の
か

み
や
左
右
に
廻
り
相
て
契
り
絶
せ
ぬ
天
の
浮
は
し
。
水
無
瀬

中
納
言
氏
成
、
廻
り
あ
へ
る
神
の
め
ぐ
み
や
浮
橋
の
神
も
し

る
ゝ
世
を
渡
す
ら
ん
。
唐
よ
り
ま
す
ら
を
の
も
て
こ
し
鏡
有
。

凡
大
サ
二
尺
余
也
、
中
ら
の
高
く
し
て
、
今
は
く
ゞ
も
れ
り
。

キ
ツ
カ
ハ（
吉
川
）広
家
戦
に
て
カ
チ
て
ト
リ
来
ら
す
也
。

　
　

尾
州
ヨ
リ
日
之
御
崎
へ
奉
風
土
記
奥
書

日
本
風
土
記
六
十
六
巻
、
今
纔
存
出
雲
国
一
冊
而
巳
、
是

神
国
之
徴
兆
也
、
依
為
当
国
之
霊
物
、
奉
寄
進
日
御
崎
社

者
也
。

　
　
　

寛
永
十
一
年
甲
戌
秋
七
月
日

　
　
　
　
　
　

従
二
位
行
権
大
納
言
源
朝
臣
家（
義
）直

キ
ツ
キ
ハ
日
隅
宮
、
日
之
御
崎
ハ
日
シ
ツ
ミ
ノ
宮
ト
云
也
。

国
造
両
家
千
家
北
島
也
。
今
ノ
千
家
ノ
若
殿
ハ
杖（「
秋
」
カ
）

代
彦
、
北
島
ハ
直
千
代
麻
呂
、
簾
中
は
い
づ
れ
も
都
公
家
方

よ
り
入
給
ふ
也
。

　
　
　

秋
上
の
翁
を
賀
ま
つ
る
歌

八
雲
た
つ　

出
雲
の
国
に　

里
は
し
も　

多
に
あ
れ
ど

も　

名
だ
ゝ
る　

お
う
の
川
ゆ
の　

岩
さ
か
に　

ひ
も

ろ
き
は
や
し　

宮
ば
し
ら　

太
敷
奉
り　

天
の
原　

千

木
高
し
ら
す　

大
神
の　

御
魂
の
ふ
ゆ
を　

冠
り
て　

仕
へ
ま
す
君　

萬
代
に　

さ
き
く
居
ま
し
て　

取
も
た

す　

榊
の
枝
に　

白
髪
付　

木
綿
し
で
か
け
て　

ゑ
ら

〳
〵
に　

み
ほ
ぎ
ま
つ
ら
せ　

ね
む
の
は
に

2月18日

つ
と
め
て
使
を
遣
ハ
せ
り
け
ん
、
藤
原
三
省
、
時
の
ま
に
来
た

り
。
春
日
も
く
れ
な
ん
迄
物
い
ふ
。
さ
る
間
に
老
翁
帰
り
来

て
、
か
く
定
か
に
宿
れ
る
を
う
れ
し
む
と
て
、
意
宇
川
に
な

つ
ら
す
。
頓
て
皿
け
に
う
ず
高
う
盛
て
出
せ
る
ハ
伊
具
比
也
。

大
口
の
尾
鰭
の
鱸
に
も
ま
さ
り
ぬ
へ
し
。

意
宇
川
の
石
ふ
ミ
な
ら
し
釣
た
れ
て
我
に
得
し
め
し
真

魚
そ
此
ま
な

と
り
あ
へ
す
、
い
ひ
た
る
を
打
ち
か
へ
し
詠
吟
た
り
。

け
ふ
も
ま
た
雨
の
降
つ
つ
あ
る
も
、
如
何
に
立
出
な
ん
や
と
云

る
を
、
主
は
ら
か
ら
ひ
と
、
人
の
袖
ひ
き
と
ゝ
め
、
客
人
の
た

め
、
意
宇
の
川
辺
に
網
引
か
せ
ぬ
と
て
、
こ
の
川
の
名
に
負
鯎

を
鱠
に
作
り
皿
笥
に
盛
会
ハ
し
て
朝
飯
に
添
も
て
な
し
け
る

そ
、
い
と
恐
か
に
、
二
な
ふ
覚
へ
ぬ
。

　
　

忘
れ
め
や
皿
に
柳
の
糸
つ
く
り

こ
ゝ
に
此
国
の
守
に
仕
ま
つ
れ
る
福
見
亦
八
藤
原
三
省
と
ふ

人
こ
し
、
い
に
し
へ
の
ふ
ミ
好
ミ
て
、
こ
の
出
雲
の
国
か
た
、

つ
は
ら
か
に
尋
ね
て
し
れ
る
人
に
し
あ
れ
は
、
引
あ
わ
せ
ま
く

云
ひ
遣
り
ぬ
と
て
、
ま
ち
居
け
る
に
、
程
も
な
く
て
其
ひ
と

出
来
り
。
菅
の
根
の
な
か
き
日
も
や
ゝ
か
た
ふ
く
ま
て
、
別

な
く
か
た
ら
ひ
け
る
。
折
し
も
彼
得
国
の
翁
も
帰
り
来
り
て
、

こ
と
違
え
す
や
と
り
居
け
る
を
嬉
し
と
、
酒
の
肴
と
り
出
し

て
、
神
魂
の
社
の
古
る
き
世
の
伝
抔
も
の
語
し
て
、
尚
も
吾
か

輩
の
国
め
く
り
に
、
名
所
の
落
る
こ
と
な
く
、
そ
の
直
路
ハ
か

く
な
ん
と
さ
と
し
て
、
む
つ
ま
し
け
な
る
に
そ
旅
と
し
も
ハ
、

直
今
の
主
大
兄
ぬ
し
に
誘
れ
、
神
魂
の
御
社
に
詣
て
ゝ
、
い
と

も
か
し
こ
き
神
宝
な
と
、
く
さ
〳
〵
拝
ミ
奉
り
て
家
に
帰
り
、

斯
し
て
今
宵
も
爰
に
や
と
り
ぬ
。

　

出
雲
の
国
大
庭
の
里
な
る
神
魂
の
神
社
の
榊
の
枝
を
取
て

読
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
穂

意
宇
の
国　

か
も
し
の
宮
は　

い
に
し
へ
の　

こ
と
の

残
り
て 

今
の
世
に　

国
の
宮
つ
こ　

出
ま
し
て　

榊
の

枝
を 

御
手
に
と
り　

御
垣
と
よ
も
し　

謡
ひ
つ
つ　

宮

も
と
ゝ
ろ
に 

参
つ
つ
も　

遊
ひ
た
ま
ひ
し　

其
榊
を　

今
日
の
生
日
に 

得
か
た
ぬ
し
き

三
三

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月19日
本庄←　　松江　←　　布志名　←　玉作社　←　八重垣神社　←　　秋上邸

け
ふ
ハ
い
な
ん
と
す
る
に
、
を
ち
も
今
の
主
も
歌
よ
ミ
て
わ

か
た
れ
か
た
く
す
。「
強
て
別
れ
ん
も
、
年
高
き
彼
方
此
方
の
、

又
い
つ
か
ハ
と
契
ら
ん
、
心
も
と
な
さ
お
し
は
か
ら
れ
て
、
い

ふ
事
な
し
。
日
た
け
て
や
う
〳
〵
い
ぬ
へ
く
な
り
ぬ
。
巾
小
付

た
る
榊
を
取
て
ゝ
、
こ
ハ
神
魂
宮
の
神
遊
に
国
造
詣
て
、
さ
い

は
い
う
た
ハ
す
取
物
の
枝
な
り
。
こ
ゝ
の
し
る
し
と
笈
に
納

め
て
も
た
ま
へ
と
、
各
く
ま
り
て
物
ら
い
ひ
か
は
す
」（
以
上
、

行
間
に
自
筆
書
入
）ゐ
て
こ
し
文
雄
、

　
　

か
く
計
楽
し
と
思
ふ
梅
か
香
を

　
　

別
れ
か
ゆ
か
ん
旅
の
つ
れ
な
さ

人
々
も
よ
む
。
立
出
る
に
も
、
送
り
し
て
玉
鉾
の
引
裳
の
神
を

い
は
ひ
を
ら
ん
、
筑
紫
津
か
け
て
八
衢
の
ち
ま
た
も
ま
と
ハ
す

行
め
く
ら
せ
、
京
に
至
ら
ん
頃
を
ひ
ハ
、
風
の
た
よ
り
に
も
聞

え
て
し
か
な
と
云
も
、
な
ミ
た
く
ま
し
ゝ
。

朝
曇
り
た
れ
ど
日
の
め
少
し
見
ゆ
。
こ
の
祝
部
が
家
に
し
て
、

お
う
川
の
い
ぐ
ひ
、
う
っ
ぷ
る
い（
十
六
島
）の
生
の
り（
紫

菜
）ほ
と
あ
へ
す
。

朝
、
日
は
く
も
り
ぬ
れ
と
、
雨
も
ふ
ら
す
、
ひ
と
く
歌
読
て
別

れ
を
告
る
了
か
中
に

　
　

斯
は
か
り
楽
し
と
お
も
ふ
梅
か
香
を

　
　

別
れ
か
行
か
ん
旅
の
つ
れ
な
さ　
　
　

書
緒

翁
も
歌
読
ミ
て
名
残
を
惜
ミ
、
天
放
る
鄙
の
長
路
も
つ
つ
ミ
な

く
、
故
郷
に
帰
る
さ
そ
何
所
よ
り
も
風
の
便
り
を
待
な
ん
と

て
、
別
れ
ぬ
る
そ
、
い
と
涙
く
ま
し
。

辰
の
時
計
に
出
て
、
東
に
入
り
て
八
重
垣
神
社
を
拝
見
。
そ

ゆ
忌
部
の
里
を
過
、
野
城（
白
）川
に
付
て
三
里
計
来
て
、
玉

作
社
、
玉
御
祖
神
を
お
ろ（「
が
」
脱
カ
）む
。

斯
て
翁
の
お
し
へ
の
ま
に
〳
〵
八
重
垣
の
宮
に
ま
か
て
ゝ
拝

ミ
奉
る
。
こ
ゝ
に
鎮
り
座
御
神
そ
素
盞
雄
命
、
櫛
稲
田
姫
命
二

柱
、
そ
れ
よ
り
山
路
を
軽
て
玉
造
の
宮
に
詣
て
ぬ
。
か
つ
き
奉

り
了
。
こ
の
出
湯
抔
打
見
て
、

雨
ふ
り
雨
つ
ゝ
み
す
る
。
し
か
し
て
、
凡
南
を
さ
し
て
、
き

（
来
）町
、
富
士
名
を
通
る
。
こ
は
西
北
道
也
。
野
城
の
里
の

北
に
、
西
へ
入
る
山
中
道
の
古
び
た
る
有
。
こ
は
古
へ
の
正

西
道
也
。
又
行
ほ
ど
に
、
出
羽
守
ど
の
ゝ
城
有
。
松
江
の
駅

家
に
至
昼
飯
を
し
ぬ
。
雨
つ
ゝ
み
ぬ
ぐ
。
是
迠
玉
作
よ
り
三

里
也
。
是
よ
り
山
の
あ
は
ひ
を
東
に
入
て
、
古
の
千
酌
海
道

也
。
又
三
里
計
来
て
、
本
庄
村
あ
つ
た
て
ふ
人
の
屋
に
宿
る
。

凡
九
里
計
也
。

富
士
名
て
ふ
里
部
を
過
き
松
江
の
う
ミ
の
磯
部
に
来
に
け
り
。

こ
そ
は
意
宇
の
海
と
て
こ
と
に
目
出
度
神
世
の
伝
も
あ
り
て
、

魚
釣
す
る
海
士
の
わ
さ
も
い
と
尊
し
。

　
　

意
宇
の
海
の
沖
漕
舟
そ
打
竹
の

　
　

と
う
を
〳
〵
に
鱸
釣
か
も　
　
　
　

ま
さ
定

い
に
し
へ
の
朝
酌
の
狭
渡
を
今
は
京
橋
と
て
う
ち
渡
り
松
江
に

至
る
。
こ
れ
そ
此
国
の
守
の
殿
座
す
大
城
な
れ
ば
、
家
栄
の
人

賑
ひ
て
鄙
ひ
た
る
さ
ま
な
し
。
い
さ
や
こ
の
島
根
郡
の
は
て
な

る
三
保
の
岬
に
ま
し
ま
す
神
の
御
社
に
詣
な
ん
と
て
、
千
酌
の

渡
り
を
右
に
見
な
し
て
、
富
士
貴
見
山
を
麓
を
過
ぎ
、
本
庄
て

ふ
浦
里
の
海
士
の
苫
屋
に
宿
り
求
め
ぬ
。

　
　
　
　
　
　

大
庭
ゟ　
　
　

玉
造
へ　
　

三
里

　
　
　
　
　
　

玉
つ
く
り
ゟ　

松
江
へ　
　

三
里

　
　
　
　
　
　

松
江
よ
り　
　

本
庄
村
へ　

三
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
雲
国
島
根
郡
本
所
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
為
五
郎

〔
画
第
四
図
〕
清
水
寺
〜
松
江
・
来
待
の
鳥
瞰
図

貼
紙
「
意
宇
の
ウ
ミ　

木
待
・
宍
路
ホ
ゝ
キ
ノ
郷　

松

江
城
」「
南
黒
田　

西
清
水
寺　

東
弓
浜
内
ウ
ミ
北
」）

空
晴
や
か
に
て
、
玉
造
木
待
乃
木
の
海
へ
を
行
、
沖
な
る
網
引

釣
舟
を
見
て
、
此
海
ハ
よ
の
所
よ
り
ハ
、
め
て
た
き
神
代
の
伝

へ
も
有
て
、
海
士
の
わ
さ
を
も
尊
し
と
て
政
定
、

　
　

意
う
の
海
の
沖
こ
く
舩
ハ
打
竹
の

　
　

と
を
ゝ
〻
〻
〻
に　

鱸
釣
か
も

と
な
ん
、
水
鳥
の
む
ら
〳
〵
浮
居
る
も
、
あ
や
に
見
つ
ゝ
ゆ
く

磯
に
ハ
人
も
あ
さ
る
。

三
四

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月20日
本庄 ← 島根半島北岸　←　美保神社　←　 本庄

朝
酌
の
狭
戸
を
渡
り
、
島
根
郡
の
道
た
と
り
て
、
い
さ
此
島
根

の
岬
に
有
と
き
ゝ
し
三
保
の
社
に
詣
ン
と
て
、
昔
の
郡
家
の

所
よ
り
舩
に
乗
て
漕
き
ゆ
く
。
船
の
名
ハ
そ
る
か
、
上
つ
代

の
も
ろ
た
ふ
ね
ハ
し
ら
ね
と
、
我
国
に
て
ハ
丸
太
舩
と
も
云

へ
く
ち
ひ
さ
き
か
と
く
走
り
て
、
み
さ
き
近
つ
く
。
此
岬
ハ

国
の
は
て
な
る
北
へ
ら
に
て
、
日
ノ
緯
に
ハ（
貼
紙
「
経（
東

西
）」）丹
後
の
都
々
の
ミ
さ
き
、
日
横
に
ハ
伯
耆
の
岳
也
。
か

く
見
る
ま
か
ひ
に
空
か
き
く
れ
て
、
雪
こ
ほ
す
か
如
く
ふ
る
な

こ
ろ
、
い
と
高
く
舳
艫
か
へ
ら
ん
と
す
。
舩
ハ
乗
は
な
ち
て
、

岸
を
つ
た
ひ
、
山
を
こ
ゆ
る
も
、
か
ゝ
る
𥒎
道
の
岩
く
え
ハ
習

ハ
さ
り
け
り
。
加
賀
の
く
け
戸
を
見
ま
く
お
も
へ
と
、
嵐
負
風

頻
に
吹
て
岸
も
崩
れ
ね
と
波
う
つ
中
〳
〵
に
て
、
浜
辺
を
立
離

ま
く
す
れ
と
、
島
根
の
限
り
ハ
礒
つ
た
ふ
を
ち
鳥
な
ら
ま
し
か

ハ
と
お
も
へ
り
。

　
〔
画
第
五
図
〕
弓
が
浜
・
美
保
神
社
・
美
保
湾
鳥
瞰
図

　

貼
紙
「
意
ウ
の
内
海　

弓
浜
」

小
国
秀
穂

島
根
の
手
す
ミ
の
浦
を
、
朝
和
に
漕
出
て
見
れ
ハ
、
神
さ
ふ
る

山
ハ
あ
れ
と
も
、
浦
さ
ふ
る
う
ミ
ハ
あ
れ
と
も
、
久
方
の
天
に

事
代
、
大
国
に
事
代
主
と
名
賀
か
せ
る
神
の
ミ
て
も
ち
な
つ
ら

せ
し
、
三
保
の
み
さ
き
、
此
岬
に
し
く
さ
き
あ
ら
め
や
。

空
さ
雲
れ
り
。
け
ふ
は
庭
も
し
づ
け
ゝ
れ
ば
、
舟
の
り
し
て
、

み
ほ
の
崎
迠
行
む
と
願
ひ
た
つ
。
は
や
、
舟
津
行
ほ
ど
は
小

雨
そ
ぼ
ふ
れ
り
。
そ
る
か
て
ふ
少
な
る
舟
に
の
り
て
、
舟
人

約
し
て
漕
行
。
内
海
な
れ
ば
こ
と
に
し
づ
け
し
。
天
雲
に
か

く
れ
て
、
つ
ば
ら
に
は
見
え
ね
ど
、
東
南
に
は
火
神
岳
の
真

白
に
見
え
わ
た
り
行
に
、
伯
耆
国
弓
島
と
出
雲
の
崎
の
間
は
、

さ
ゝ
二
三
町
許
も
有
。
そ
こ
ゆ
大
海
原
に
出
て
漕
行
く
ほ
ど

に
、
浪
も
少
し
あ
ら
く
、
こ
と
に
詑
し
き
は
例
の
雨
也
。
五

里
ほ
ど
来
て
、
三
ほ（
美
保
）の
大
神
・
事
代
主
命
、
み
ほ
つ

比
売
命
社
を
お
ろ
が
む
。
又
其
わ
た
り
な
る
家
に
し
て
飯
を

し
ぬ
。
み
ほ
崎
と
伯
州
大
山
は
真
々
南
北
也
。
米
子
ト
タ
ズ

ミ（
手
角
）ト
辰
ト
戌
ノ
方
也
。
か
く
す
る
ほ
ど
に
、
あ
ら
ち

影
り
て
浪
あ
ら
け
れ
ど
、
雨
つ
ゝ
み
し
て
の
り
て
、
か
ら
き

崎
二
つ
ほ
る
過
る
迠
、、
い
と
あ
や
う
く
し
て
、
語
に
の
べ
が

た
く
な
ん
あ
れ
ば
、
を
ゝ
し
て
ふ
里
に
上
る
。
そ
れ
ゆ
磯
伝

ひ
て
、
い
と
ゞ
し
く
峻
き
岩
が
根
の
浪
寄
る
所
を
、
ま
ぎ
通

り
て
行
。
い
と
畏
こ
か
り
き
。

　
　

は
な
り
そ
の
あ
り
そ
の
浪
に
ぬ
れ
つ
ゝ
も

　
　

畏
き
道
を
な
づ
み
て
そ
我
く
る

長
浜
、
福
浦
、
守
山（
森
山
）、
シ
モ
ウ
ビ
ヤ
ウ（
下
宇
部
尾
）、

タ
ス
ミ（
手
角
）、
マ
ン
ハ
ラ（
万
原
）、
長
ミ（
長
海
）、
野

原
な
ど
な
ど
過
、
い
と
高
き
山
を
も
越
て
行
に
、
雪
い
と
ふ

り
風
も
あ
ら
け
れ
ば
な
や
み
ぬ
。
日
の
暮
行
め
れ
ば
、
や
う

〳
〵
道
を
と
め
て
本
庄
に
至
り
て
、
き
ぞ
の
夜
宿
り
し
所
に

行
て
宿
る
。
か
ゝ
る
く
る
し
き
は
あ
ら
じ
と
ぞ
人
々
い
ふ
。

凡
五
里
也
。
舟
路
を
合
十
里
也
。

雨
も
降
ら
す
。
卯
の
時
は
か
り
本
所
の
や
と
り
を
た
ち
出
て
、

そ
る
か
て
ふ
少
さ
き
舩
に
乗
り
て
入
江
を
漕
行
。
折
し
も
雲
引

覆
ひ
、
雨
の
そ
ほ
ふ
る
に
そ
、
雨
具
引
か
け
て
ひ
そ
み
居
る

に
、
弓
浜
の
岬
を
こ
き
離
れ
て
ハ
、
果
し
な
き
大
海
原
を
追

風
の
侭
、
時
の
間
に
馳
せ
て
出
雲
の
国
の
北
の
果
な
る
三
保
の

御
埼
に
つ
き
ぬ
。
こ
の
所
に
ま
し
ま
す
事
代
主
尊
の
広
前
に

う
な
ね
突
奉
り
て
、
汀
の
家
居
に
立
寄
、
浦
の
童
の
磯
の
さ

ち
得
て
ひ
り
ひ
集
め
し
小
貝
の
あ
つ
も
の
珍
し
か
に
食
し
て
、

頓
て
元
の
ふ
ね
に
打
乗
り
漕
出
ぬ
る
を
、
科
戸
の
神
の
あ
ら

び
ま
す
か
も
塩
風
烈
し
く
吹
巻
し
ゝ
浪
雪
の
こ
と
く
、
舩
忽
に

く
つ
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
、
あ
わ
や
と
怖
度
む
ら
肝
の
こ
ゝ
ろ

と
き
め
き
、
人
々
か
し
ら
突
あ
て
ゝ
玉
の
緒
今
や
絶
ゆ
る
と
、

誰
れ
な
く
神
に
祈
る
。
梶
取
も
色
青
ミ
て
す
べ
な
く
見
え
け
る

に
そ
、
し
ハ
し
嵐
の
透
間
を
得
て
、
磯
回
に
ふ
ね
を
漕
寄
、
乗

は
な
ち
て
、
そ
れ
よ
り
岸
部
に
あ
か
り
て
、
浦
伝
ひ
す
る
に
、

人
の
通
ハ
ん
道
と
し
も
な
く
、
岩
根
凝
り
浦
磯
路
の
岸
崩
れ
、

立
浪
の
打
来
る
中
を
蓑
か
さ
か
う
ふ
り
攀
上
り
飛
行
さ
ま
哀

れ
ん
と
そ
見
え
あ
ら
ま
し
を
、

　
　

葦
鹿
飛
ぶ
岩
根
島
根
や
浪
の
花

斯
し
て
長
浜
、
福
浦
、
宇
井
、
多
須
美（
手
角
）て
ふ
浦
里
を

山
に
登
、
磯
部
を
伝
ひ
、
荒
汐
の
い
と
辛
し
て
、
黄
昏
過
る
頃
、

海
士
の
玉
藻
を
苅
そ
め
の
や
と
り
な
か
ら
、
き
そ
の
夜
の
縁
に

し
に
寄
て
寝
に
け
り
。

　
　

本
庄
む
ら
ゟ　

三
保
ヶ
関
へ　
〔
往
来
〕
十
里

2月21日
松江 ← 本庄

風
あ
ら
く
し
て
雪
ふ
れ
り
。
い
と
寒
け
く
あ
れ
ど
、
宿
り
を

出
て
行
に
、
足
も
か
ゞ
り
て
あ
ゆ
み
か
て
也
。
さ
昨
日
来
に

し
道
を
松
江
に
行
。
や
う
〳
〵
至
り
て
、
八
間
町
あ
ら
め
や

九
兵
衛
が
屋
に
宿
る
。
ま
だ
午
の
時
頃
也
。
髪
を
ゆ
ふ
。
夕

さ
つ
方
ま
で
雪
や
ま
ず
て
、
風
も
い
と
寒
し
。
只
三
里
也
。

け
し
か
ら
す
朝
風
は
け
し
く
、
夜
の
間
に
雪
積
り
て
、
野
山
の

分
ひ
た
め
な
く
、
往
く
さ
に
見
て
し
道
な
か
ら
、
さ
た
か
な
ら

す
。
尚
も
風
立
掻
曇
り
雪
の
降
り
来
て
、
日
影
た
ち
ま
ち
に
ふ

た
か
り
、
西
東
の
あ
や
め
も
し
ら
す
、
衣
手
寒
く
、
肌
の
赤
ゝ

み
て
袖
な
る
雪
を
打
は
ら
ひ
〳
〵
行
方
も
失
ふ
は
か
り
。
日
そ

ま
た
己
の
時
は
か
り
、
松
江
に
着
て
終
り
ぬ
。

　
　

本
庄
む
ら
ゟ　

松
江
の
城
下
へ　

三
里

三
五

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月22日
杵築　←　楯縫郡　←　秋鹿郡　←　松江

空
少
高
う
な
り
て
し
ら
み
わ
た
る
も
、
夜
の
ま
に
降
り
つ
ミ
た

れ
は
、
朝
戸
を
押
し
明
け
た
も
、
鳥
の
声
た
に
聞
え
す
。
只
佐

田
の
う
ミ
の
ミ
雪
の
ひ
ま
あ
る
所
な
り
。

空
曇
り
て
折
ふ
し
雪
ふ
れ
り
。
島
根
郡
松
江
の
駅
の
宿
り
を

出
て
行
に
、
い
と
寒
け
く
足
も
か
ゞ
る
め
れ
ば
、
雪
鞜
て
ふ

物
を
は
き
て
、
白
雪
を
く
ゑ
は
ら
か
し
行
に
、
山
辺
ろ
道
の

辺
も
雪
ま
わ
ゝ
し
う
積
り
ぬ
。
島
根
郡
、
秋
鹿
郡
ト
堺
な
る

浜
サ
ダ
村
を
過
る
に
、
五
間
計
の
土
橋
を
渡
る
。
こ
は
古
へ

の
サ
ダ
橋
。
又
北
に
海
有
。
古
へ
は
大
な
る
海
な
る
を
、
天

平
の
頃
し
も
ヱ
リ
堀
、
岸
壁
と
し
て
二
つ
の
川
を
作
り
て
、

北
の
海
に
流
入
れ
、
今
水
町
田
の
二
十
町
ほ
ど
も
あ
り
。
西

長
江
の
里
を
過
。
松
江
よ
り
弐
里
也
。
秋
鹿
駅
、
家
村
は
多

に
も
あ
ら
ず
。
大
垣
の
里
に
足
高
の
社
有
。
鳥
居
道
正
卯
に

有
。
い
と
ふ
る
び
た
り
。
下
大
野
村
の
海
辺
に
角
森
大
明
神

有
。
下
伊
野
を
通
る
。
風
土
記
に
見
ゆ
。
秋
鹿
郡
・
楯
縫
郡
、

堺
杭
有
。
小
坂
井（
境
）村
、
園
、
タ
ク
村
、
平
田
駅
を
過
る
。

さ
昨
日
松
江
の
殿
な
ん
杵
築
の
大
社
に
詣
さ
せ
給
ひ
、
又
従

人
を
し
て
け
ふ
詣
さ
せ
、
明
日
は
神
楽
を
祭（「
奉
」
カ
）り
、

む
さ
し
へ
の
□
迠
に
な
し
給
ふ
べ
く
な
ん
。
さ
あ
れ
ば
、
こ
ゝ

か
し
こ
道
の
中
も
清
ら
に
し
て
、
木
丁
あ
は
ひ
な
ど
に
休
所

有
。
火
ノ
大
川
の
堤
を
行
に
、﹇
タ
ケ
シ
﹈
村
。
楯
縫
郡
・
神

門
郡　

堺
杭
有
。
け
ふ
の
ひ
ね
も
す
に
雪
ふ
れ
（ゝ「
ど
」
カ
）、

少
し
空
晴
ま
く
す
る
に
、
は
や
日
の
暮
行
ば
、
杵
築
の
駅
な

る
備
前
屋
左
十
と
い
ふ
人
の
元
に
宿
り
す
。
凡
里
程
十
里
也
。

頃
く
晴
れ
て
朝
日
に
こ
や
か
也
。
松
江
の
宿
り
を
疾
く
立
出
て

杵
築
を
さ
し
て
行
に
、
き
そ
の
雪
甚
た
く
降
り
積
り
て
、
尚
風

の
烈
し
か
る
に
、
人
々
雪
沓
て
ふ
も
の
は
き
て
行
く
。
け
ふ

も
ま
た
晴
ミ
曇
り
ミ
雪
あ
ら
れ
の
降
来
て
、
春
日
の
け
は
ひ

も
な
く
、
意
宇
の
入
江
に
浪
た
ち
て
。
魚
釣
す
る
海
士
の
小

舩
も
見
え
す
。
秋
鹿
の
郡
の
磯
部
を
過
て
、
楯
縫
の
郡
ゟ
ハ

里
も
打
ひ
ら
け
、
道
も
平
か
な
る
国
原
な
り
。
千
早
振
神
代

の
伝
の
大
蛇
の
住
け
る
て
ふ
鳥
上
山
ゆ
も
落
来
る
簸
川
と
か

い
と
大
き
な
る
流
れ
を
左
に
見
て
し
こ
そ
、
む
か
し
神
戸
の

海
に
落
て
杵
筑
の
海
辺
に
入
し
を
、
末
の
世
、
川
筋
変
り
て
、

今
ハ
松
江
の
水
う
ミ
に
流
て
、
意
宇
の
郡
の
浦
に
出
る
と
也
。

こ
を
も
て
、
お
よ
つ
け
て
む
か
し
を
は
か
る
に
、
此
出
雲
の

国
か
た
、
能
義
の
郡
、
意
宇
の
郡
、
大
原
郡
抔
東
南
に
寄
り
、

本
つ
国
に
続
き
た
る
也
。
島
根
、
秋
鹿
、
楯
縫
よ
り
神
戸
の
杵

筑
迄
北
西
に
つ
ら
な
り
、
海
を
隔
て
し
物
な
ら
ん
。
さ
る
を
い

つ
し
か
も
の
変
り
、
ほ
し
移
り
て
海
も
あ
せ
て
国
原
と
は
成
ぬ

ら
ん
。
鯛
の
浦
、
十
六
島
な
ど
、
秋
鹿
、
楯
縫
の
左
に
あ
た
れ

る
浦
部
な
り
。
右
の
か
た
高
き
山
部
に
武
蔵
坊
が
住
け
る
て

ふ
鰐
淵
寺
あ
り
。
神
戸
の
郡
に
入
れ
ば
、
田
の
面
い
と
広
し
。

石
見
の
国
の
堺
に
あ
る
と
ふ
佐
比
女
山
、
雲
を
凌
ぎ
て
雪
の

充
、
唐
国
の
香
爐
峰
も
斯
や
と
、
夕
日
ま
は
ゆ
く
見
渡
す
る
。

漸
申
の
時
は
か
り
、
神
戸
郡
杵
築
の
浦
に
着
き
て
宿
り
ぬ
。

　
　

島
根
郡
松
江
ゟ　

秋
鹿
郡
長
江
村
へ　

弐
里

　
　

長
江
村
よ
り　
　

大
垣
村
へ　
　
　
　

壱
里

　
　

大
垣
村
よ
り　
　

楯
縫
郡
平
田
村
へ　

三
里

　
　

平
田
む
ら
ゟ　
　

神
戸
郡
杵
筑
へ　
　

四
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
社
宿
備
前
屋
佐
重
所

三
六

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月23日
高浜左金吾邸　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　杵築大社

杵
築
の
社
の
神
遊
見
ん
と
て
速
詣
。
昨
日
、
国
の
守
詣
給
ふ

に
、
道
を
払
、
水
駅
を
設
な
と
し
た
り
。
け
ふ
ハ
、
守
の
使
某

な
ん
詣
と
、
人
多
く
立
つ
ゝ
く
を
、
国
造
の
遊
ひ
し
給
ふ
と

て
、
さ
き
追
の
声
聞
え
て
、
輿
高
く
か
ゝ
け
て
日
す
ミ
の
宮
に

か
き
い
れ
、
い
と
久
し
く
し
て
鈴
の
音
の
か
そ
け
く
聞
え
た

る
か
、
い
と
尊
し
神
遊
殿
に
渡
り
給
ふ
を
見
ま
ゐ
ら
す
れ
ハ
、

厳
の
ミ
か
ひ
を
冠
ら
し
、
い
つ
ミ
て
く
ら
を
取
も
た
し
て
事

を
へ
ま
し
ぬ
。
神
子
か
と
も
ハ
、
い
ろ
〳
〵
衣
長
く
着
な
し
ひ

れ
打
か
け
て
、
み
前
の
榊
か
枝
に
ゆ
ふ
し
て
た
る
を
、
鈴
と
共

に
深
添
持
て
、
ゆ
ら
〳
〵
と
振
つ
ゝ
ま
ひ
、
拍
子
う
つ
を
の
こ

ら
か
、
若
き
ハ
栄
あ
る
狩
衣
の
め
て
た
き
お
よ
つ
け
た
る
ハ
、

烏
帽
子
の
角
そ
ゝ
け
き
ぬ
の
に
ほ
ひ
も
う
つ
ろ
ひ
た
れ
と
、
髪

ひ
け
の
わ
ゝ
け
た
る
か
白
く
て
尊
し
。

昼
つ
方
、
斎
庭
を
ま
か
て
ゝ
人
々
云
や
う
、
意
宇
の
を
ち
か

子
金
五
主
な
ん
爰
に
在
と
き
く
。
尋
ね
て
物
い
は
ん
と
は
か

る
に
、
け
ふ
の
神
ン
そ
ひ
に
仕
奉
し
を
、
客
有
と
や
告
け
ん
。

く
ち
葉
色
の
狩
衣
の
そ
は
を
つ
ミ
、
沓
を
板
敷
に
投
や
り
て
速

物
い
ふ
。
此
間
に
酒
も
て
出
、
う
す
あ
わ
ひ
、
紫
の
り
、
藻
は

の
数
〳
〵
を
も
足
し
て
の
ミ
喰
、
主
ハ
烏
帽
子
の
か
た
む
き
た

る
を
も
た
な
し
ら
す
い
ひ
わ
た
る
を
、
ひ
の
ミ
崎
に
詣
な
ん
、

夕
さ
り
と
契
り
て
い
て
き
。

空
よ
く
晴
た
り
。
出
雲
の
国
内
に
来
り
て
お
る
れ
ば
、
人
々

よ
ろ
こ
ぼ
ひ
て
、
朝
日
よ
く
八
百
丹
杵
築
の
大
社
を
を
ろ
が

む
に
、
松
江
の
武
士
来
り
て
、
大
御
神
楽
有
。
国
造
ゆ
ゝ
し

う
こ
し
に
の
ら
れ
、
宇
迦
の
﹇　
　
　
　

﹈
を
あ
と
も
ひ
ま

し
て
、
神
楽
殿
に
い
ら
せ
ら
れ
て
金
の
り
□
有
。
十
二
人
有
。

よ
み
て
奉
る
歌
。

み
づ
は
さ
す
青
垣
山
の
春
霞
か
ゝ
る
み
や
び
は　

神
な

が
ら
な
ら
し

し
か
し
て
、
か
の
大
庭
秋
上
よ
り
来
る
文
を
持
て
、
高
浜
左

仲
参
拝
也
。

大
江
殿
方
養
子
高
浜
左
近
吾
て
ふ
人
に
あ
ひ
、
云
か
た
ら
ふ
。

曇
れ
る
雲
な
く
な
り
て
風
も
凪
き
日
も
長
閑
成
に
、
け
ふ
そ

八
百
丹
杵
筑
の
宮
に
詣
な
ん
。
百
足
ら
ぬ
八
十
の
駅
路
越
き
ぬ

る
も
、
此
大
御
社
拝
ろ
か
ミ
奉
ら
ん
た
め
な
れ
ハ
、
人
々
髪

あ
け
し
て
荒
栲
の
旅
の
衣
の
あ
か
付
る
も
其
侭
な
か
ら
、
ひ

め
置
た
る
た
ふ
さ
き
改
む
す
ひ
、
羽
織
着
一
と
重
取
よ
そ
ひ
、

宿
り
の
主
と
も
な
ひ
て
、
神
の
御
鳥
居
越
つ
ゝ
も
、
玉
垣
の
内

に
詣
て
、
日
す
み
の
宮
の
広
前
に
ぬ
か
つ
き
奉
り
ぬ
。
け
ふ

し
も
国
造
の
神
遊
ひ
し
た
ふ
日
な
り
と
て
、
此
州
渡
り
の
人
々

多
に
集
え
る
か
程
も
な
く
て
、
先
追
の
こ
ゑ
す
る
に
そ
、
吾
か

輩
も
諸
ひ
と
ゝ
共
に
う
つ
り
つ
ま
り
ぬ
。
頓
て
烏
帽
子
に
白
張

着
た
る
者
勢
幷
し
と
く
揃
え
て
、
国
造
の
召
れ
た
る
輿
舁
出

て
、
御
あ
ら
か
の
階
に
か
け
登
り
御
と
し
ろ
の
内
に
入
ら
せ
ぬ

る
か
、
鈴
が
音
の
さ
や
ぐ
の
ミ
そ
、
か
そ
け
く
聞
こ
え
つ
や
ら

あ
り
て
下
か
ゝ
せ
、
そ
れ
よ
り
御
神
楽
殿
に
渡
ら
せ
た
ま
ひ
、

厳
の
御
幣
取
り
も
た
し
て
捧
た
ま
ふ
。
い
と
尊
く
な
ん
あ
り
け

る
狩
衣
風
折
の
人
々
多
に
幷
居
て
、
斎
ま
つ
り
、
八
乙
女
の
舞

神
楽
、
男
の
拍
子
打
つ
音
、
こ
こ
ろ
も
す
ミ
て
、
目
出
た
か
り

き
。
幾
日
そ
あ
れ
と
、
今
日
の
此
日
に
こ
の
大
御
社
に
詣
て
、

斯
尊
き
神
遊
ひ
に
逢
ぬ
る
身
の
幸
そ
ゆ
ゝ
ら
し
き
、

　
　

み
つ
へ
指
青
垣
山
の
春
か
す
ミ

　
　

か
ゝ
る
み
や
ひ
そ
神
な
か
ら
な
ら
し　

方
朗

爰
に
意
宇
の
翁
の
末
の
子
高
浜
左
金
吾
て
ふ
宮
人
有
と
聞
え

け
る
を
、
そ
か
館
尋
ね
て
行
。
折
し
も
主
そ
国
造
に
仕
ま
つ
り

て
斎
庭
に
あ
り
し
を
、
斯
と
告
や
り
け
る
に
や
、
松
葉
色
の

狩
衣
に
精
好
の
袴
の
そ
ば
を
取
り
、
速
に
出
来
て
い
ら
へ
す
。

遠
国
よ
り
の
客
人
な
り
と
て
、
酒
肴
取
り
出
、
食
も
の
数
足

は
し
て
も
て
な
し
ぬ
る
そ
、
別
り
な
き
こ
の
主
に
ね
ぎ
申
て
、

人
々
日
す
ミ
の
宮
の
御
玉
串
を
頂
き
ま
つ
り
ぬ
。
け
ふ
は
日
の

岬
に
詣
な
ん
と
て
、
尚
と
と
め
ぬ
る
を
ま
か
り
て
ぬ
。

三
七

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 
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弥
久
毛
乃
道
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紫
日
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理
―
（
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出
雲
日
記

弥
久
毛
乃
道
草

筑
紫
日
記

2月23日
備前屋←高浜邸←日御碕神←高浜邸

ほ
と
も
な
く
て
五
十
田
狭
の
浜
と
や
ら
ん
い
ふ
荒
き
う
な
ひ

を
伝
ひ
行
。

　
　

い
に
し
へ
の
を
ハ
し
ら
ね
と
白
波
の

　
　

か
ゝ
る
小
浜
ハ
神
な
か
ら
な
ら
し

夕
さ
り
帰
り
く
猶
う
た
け
す
。
主
も
客
人
も
酔
て
万
さ
い
の

声
、
終
夜
也
。

辰
の
時
計
出
て
、
日
の
御
崎
さ
し
て
行
に
、
先
杵
築
町
の
西

に
あ
ら
磯
有
。
岩
な
ど
多
也
。
こ
ゝ
を
伊
楚
田
狭
の
浜
と
云

也
、
そ
こ
ゆ
北
に
入
、
山
々
を
越
て
行
に
、
御
崎
山
ト
佐
比

売
山
ト
正
南
北
也
。
二
里
ほ
ど
行
て
、
宇
龍
の
駅
に
て
昼
げ

を
す
。
日
の
御
崎
の
大
神
・
天
照
大
御
神
宮
を
ろ
が
む
。
又

も
と
つ
道
を
帰
る
に
、
山
の
上
に
て
南
を
み
や
る
に
、
杵
築

南
に
当
て
、
神
門
川
と
神
門
海
水
ト
西
海
ト
の
中
、
園
の
松

原
見
ゆ
。
下
り
て
又
、
高
浜
の
家
に
行
て
有
御
食
給
ひ
、
う

ま
し
物
く
ひ
て
、
御
祓
を
得
て
、
か
の
音
に
聞
、
龍
を
見
る
に
、

う
へ
□
み
て
有
。
こ
は
神
在
月
十
一
日
よ
り
十
七
日
迠
の
間

に
、
か
の
イ
ソ
ダ
サ
ノ
浜
に
、
藻
草
に
の
り
て
浮
み
ま
す
を

取
て
、
国
造
に
奉
り
、
大
社
に
奉
と
な
ん
。
又
其
夜
し
備
前

屋
に
帰
り
て
宿
る
。

頓
て
杵
筑
の
浦
に
出
ぬ
と
そ
。
千
早
振
る
神
代
の
伝
の
五
十
田

狭
の
小
浜
に
な
ん
有
け
る
。
是
ゟ
戌
亥
の
方
に
は
島
根
国
原
も

見
え
す
、
果
し
な
き
灘
の
有
さ
ま
、
雲
も
み
な
浪
と
そ
見
ゆ

る
。
磯
回
の
山
路
を
上
り
下
り
行
〳
〵
て
、
あ
か
ね
さ
す
日
の

岬
に
詣
ぬ
。
此
崎
に
斎
奉
る
ハ
天
照
皇
大
御
神
、
素
盞
雄
尊

二
柱
の
大
御
前
に
う
な
ね
突
奉
り
て
、
ま
た
往
く
さ
の
道
を

立
帰
る
。
夕
さ
り
佐
金
五
ぬ
し
ゟ
浦
部
迄
手
引
の
出
居
待
迎
え

て
誘
ふ
に
そ
、
い
な
ミ
か
た
く
、
そ
か
許
に
事
か
る
し
り
く
へ

縄
曳
栄
た
る
切
戸
よ
り
一
と
間
に
入
る
。
床
辺
に
軸
付
る
そ
、

月
の
入
江
に
舟
出
す
る
さ
ま
、
墨
薄
く
ま
と
る
広
口
に
梅
の

花
入
た
り
。
頓
て
笥
も
皿
も
い
と
清
け
成
に
、
鯛
、
石
決
明
、

出
雲
の
り
、
早
蕨
、
木
芽
第
海
に
山
に
盛
は
や
し
て
い
は
ひ
た

ひ
ぬ
る
に
、
時
の
移
る
ま
で
酒
宴
し
て
、
ま
が
り
も
度
か
さ
な

れ
ハ
、
主
も
賓
人
も
酔
て
万
歳
楽
諷
ふ
に
至
る
。
か
く
し
て
夜

い
た
く
更
ぬ
れ
ば
、
き
そ
の
宿
り
に
帰
り
て
寝
に
け
り
。

　
　
　
　

杵
筑
ゟ　
　

日
の
岬
へ　
　

往
来
五
里

2月24日
石見・大森←多伎←園長浜←杵築

名
残
惜
む
や
う
に
て
、
と
く
も
出
す
、
何
く
れ
と
か
た
る
。
む

か
し
京
に
遊
ひ
け
る
時
、
同
し
旅
ね
せ
し
青
木
元
三
郎
と
云
し

人
有
。
杵
築
に
詣
な
ん
時
ハ
、
必
問
と
う
ひ
て
よ
と
こ
そ
い
ひ

し
か
、
早
く
身
退
り
し
と
聞
て
、

　
　

頼
め
こ
し
宿
を
は
か
な
ミ
草
枕

　
　

露
置
添
る
旅
ね
か
な
し
も

と
な
ん
。
け
ふ
は
晴
た
り
。
石
見
の
国
へ
と
て
、
小
浜
の
浪
間

を
行
。
引
は
へ
た
る
磯
に
白
ま
な
こ
高
う
積
て
、
し
め
た
る
道

さ
へ
な
し
。
小
松
の
む
ら
〳
〵
立
る
中
に
、
と
あ
る
苫
や
の
軒

の
庁
つ
か
た
を
見
い
て
ゝ
、
導
せ
ん
や
と
い
へ
ハ
、
な
そ
ミ

ち
引
せ
ん
、
浜
の
限
り
を
ゆ
か
せ
ハ
、
多
伎
の
駅
に
い
て
ま

さ
ん
。
此
浜
む
か
し
大
神
の
国
引
給
ひ
し
つ
な
の
な
れ
る
浜

な
れ
ハ
、
ゆ
け
と
〳
〵
い
と
長
し
と
教
ゆ
。
さ
て
ハ
海
士
の
苫

や
も
神
代
の
ま
ゝ
に
行
嗣
て
や
有
け
ん
と
計
お
も
ふ
も
所
か

ら
也
。
神
門
川
、
神
門
の
湖
も
、
西
風
に
真
さ
こ
を
う
つ
ミ
て
、

聞
き
し
よ
り
ハ
あ
せ
た
る
さ
ま
也
。
斐
の
川
の
西
の
海
に
入
た

る
も
を
変
り
て
、
意
宇
の
海
に
入
し
よ
り
、
潮
ハ
ひ
き
て
湖
と

成
し
た
く
ひ
も
多
か
り
け
る
。
多
伎
の
駅
を
過
、
小
川
を
渡
り

し
ま
つ
や
口
と
云
所
の
山
を
越
れ
ハ
、
出
雲
の
国
ハ
は
な
れ
石

見
国
安
濃
郡
多
根
の
関
也
。

う
す
曇
り
の
こ
と
、
朝
け
計
し
て
よ
く
晴
た
り
。
杵
築
を
立

行
く
に
、
か
の
左
十
翁
、
四
五
町
も
送
り
て
き
ぬ
。
朝
日
よ

く
行
に
、
う
る
は
し
き
松
原
を
へ
て
、
神
門
川
の
二
三
町
計

な
る
を
舟
渡
し
て
、
園
の
長
浜
の
海
辺
を
伝
ひ
行
。
燕
々
飛
。

今
園
村
有
。
凡
長
浜
は
二
里
半
程
也
。
小
池
の
里
を
過
て
、

海
近
き
久
村
の
駅
を
過
。
杵
築
よ
り
三
里
也
。

荒
礒
廻
に
咲
立
浪
を
海
神
の
か
ざ
し
の
花
と
見
ら
く
し

よ
し
も

白
す
な
ご
く
ゑ
は
ら
か
し
て
我
行
と
後
行
か
し
も
よ
妹

こ
ふ
ら
し
も

海
神
の
か
ざ
し
の
花
と
見
る
ま
で
に
咲
る
波
ほ
浦
く
は

し
も
よ

か
く
吟
つ
ゝ
多
儀
の
家
村
に
し
て
飯
を
し
す
。
多
芸
小
川
有
。

こ
の
里
と
久
村
の
あ
は
ひ
に
、
高
志
よ
り
の
山
陰
道
と
合
て

道
也
。
又
少
し
行
に
、
西
の
山
辺
の
坂
に
出
雲
と
石
見
と
堺

杭
有
。
山
に
登
り
て
見
る
に
、
こ
ゝ
と
日
の
御
崎
と
西
南
北

也
。

　
　
（
略
）

日
も
暮
行
ぬ
れ
ど
、
大
森
の
駅
に
至
。
家
三
四
百
有
。
丸
屋

徳
右
門
て
ふ
人
の
屋
に
宿
り
す
。
此
さ
と
に
大
な
る
社
有
。

三
輪
大
明
神
也
。

雲
晴
て
昨
日
に
ひ
と
し
。
曙
に
や
と
り
を
立
。
き
つ
き
の
松
原

を
行
き
て
、
神
戸
川
を
渡
る
。
神
戸
の
湖
そ
左
に
あ
り
。
今
そ

浦
の
真
砂
を
吹
あ
け
て
、
い
と
浅
ミ
け
る
と
な
ん
、
園
む
ら
を

過
き
浦
部
に
出
進
ハ
、
園
の
長
浜
也
。

　
　

む
ら
肝
の
心
も
ゆ
た
に
霞
た
つ

　
　

園
の
長
は
ま
見
る
ハ
し
よ
し
も　
　
　

書
緒

梓
弓
磯
打
つ
波
の
い
く
里
を
踏
み
て
久
村
て
ふ
藻
塩
焼
里
回

に
至
る
。
多
き
の
小
川
を
渡
り
て
多
支
村
に
行
、
異
な
る
岩
根

の
数
々
磯
部
に
有
り
て
、
い
と
面
白
き
所
也
。
多
岐
の
里
に
休

み
居
物
食
し
て
立
出
る
こ
そ
出
雲
の
国
の
し
り
な
り
。
山
路
を

登
る
に
、
其
山
の
中
腹
、
国
の
堺
也
。
下
れ
ば
つ
ぬ
さ
這
ふ
石

見
の
州
也
。

　
　
（
略
）

　

雲
州
神
戸
郡
大
社
よ
り 

　
　
　

は
し
国
の
久
村
へ　

三
里　
〔
川
壱
所
、
舟
渡
し
〕

　

久
村
よ
り　

多
岐
村
へ　

弐
里　
　

磯
道
也

　

多
支
よ
り　

石
州
安
濃
郡
羽
根
へ　

弐
里 

磯
山
道
也

　

羽
根
よ
り  

大
田
へ　
　

壱
里
半

　

大
田
よ
り　

千
賀
摩（
迩
摩
）郡
大
森
へ 

参
里宿

丸
屋
徳
右
衛
門

石
州
大
森
銀
山
御
奉
行　

川
崎
平
右
衛
門

三
八

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）

－ 243 －



UCHIYAMA Matatsu's Exploration of Izumo Province:
Organizing “Izumo-Nikki”, “Yakumono-Michikusa” and

“Tsukushi-Nikki”

OBINATA Katsumi
（Faculty of Law and Literature, Shimane University）

〔 A b s t r a c t 〕

　In February 1786, UCHIYAMA Matatsu, a scholar of Japanese classical literature in 
Totomi, surveyed Izumo Province with his fi ve disciples, and in the following year wrote a 
commentary on the Izumono kuni-Fudoki, 'Izumo-Fudoki-Kai.'The travel diary that recorded 
this expedition, UCHYAMA  Matatsu's "Izumo-Nikki", TAKABAYASHI Michiakira's 
"Yakumono-Michikusa", and YAMASHITA Masatsugu's "Tsukushi -Nikki" are preserved.I 
will create a comparison table of the Izumo province part of the three diary and analyze the 
actual situation and characteristics of the survey.And I will clarify how it was refl ected in 
"Izumo Fudoki-Kai".

Keywords: UCHIYAMA Matatsu, TAKABAYASHI Michiakira, YAMASHITA Masatsugu, 
"Izumo Fudoki-kai", Izumo province

三
九

内
山
真
龍
の
出
雲
国
踏
査 

―
『
出
雲
日
記
』『
弥
久
毛
乃
道
草
』『
筑
紫
日
記
』
の
整
理
―
（
大
日
方
克
己
）

－ 242 －


